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私たちの桜井市は奈良盆地の東南部に位置し、市域の約7割を占める山地より

流れ出る栗原川、寺川、初瀬川、巻向川等の清流を集めた大和川がほぼ東西に

横断し、この地に生きる多くの人々に限りない豊かさを与え続けています。

市内には大和川の北側に芝遺跡、纏向遺跡、箸墓古墳、南側には大福遺跡、

吉備池廃寺、桜井茶臼山古墳、メスリ山古墳など全問的にも注目される貴重な

文化遺産が多く分布しており、この地域が古代におけるわが国の中心地であっ

たことが知られています。

桜井市ではこのような遺跡を保護し、啓発するための事業のひとつとして市

内遺跡の調査、・保存に力を入れており、本書には平成26年度に桜井市が固・県

の補助を受けて実施した発掘調査のうち大福遺跡第32次調査と安倍寺跡第22次

調査の成果をおさめております。本報告書によって貴重な歴史遺産に対する理

解と愛着を深めていただき、調査した資料が広く活用されることとなれば当教

育委員会としても望外の喜びであります。

最後になりましたが、現地調査にあたりまして協力していただいた地主及び

地元協力者の方々、指導・助言を頂いた多くの関係諸機関の方々、また、酷暑、

極寒のなか作業に従事して頂いた作業員の方々や学生諸君、遺物の整理・報告

書の作成に協力して頂いた整理員の方々に深くお礼を申し上げ、序の言葉にか

えさせていただきます。

平成28年3月31日

桜井市教育委員会

教育長石田泰敏



d
H
H
H
4
 

布
v 仁コ

l.木書は、平成26年度国庫補助事業として桜井市教育委員会が実施した市内遺跡の埋蔵文化財発掘

調査の報告書である。本報告書は、大福遺跡第32次発掘調主と安倍寺跡第22次発掘調査の成果を

掲載している。

2. 調査主体:桜井市教育委員会

教育長石田泰敏、事務局長田井中正行、事務局次長北光秀、

桜井市纏向学研究センタ一所長寺津薫

文化財課長渡辺芳久、主幹文化財係長事務取扱 :J1:前貴雄、調査研究係長橋本輝彦、

主任松宮口樹、福辻淳、丹羽豆、二、技師森暢郎

臨時職員 木場佳子、三沢朋未、飯塚健太、中日いずみ(~ 9月30日)、

生島雅美 (10J]1 日~)、東紘子(10月 1 日 ~11月 30 日)

3.調査担当者:丹羽恵二、三沢朋未、飯塚健太

4. 調査補助員:堂浦千景、小島宏貴、加藤江荊(奈良大学)、神所尚瞳(同)、深水恵理香(同)

5.調査作業員:井上久幹、上回猛、北村勝弘、古岡靖夫、古田友倖、南幸弘、田村則佳、

森貞之、高見淳、甲谷郷美、北島弘、田中俊光、北島奈美子

6.整理作業及び報告書作成:土記補助員及び嶋岡由美、古川晴美、小松令子、太田久仁子

7.現地調査及び遺物整理に関して以下の機関、団体、個人のんー々からさまざまなご指導、ご教示を

賜った。ここに記して感謝の意を表します。(敬称略、順不同)

大脇潔、白井勇、佐藤亜聖(元興寺文化財研究所)、村田裕介(同)

8.本書の執筆は各調査担当者がおこない、文末に明記している。編集は三沢がおこなった。

9. 本書における方位・レベルはすべて世界測地系によるものを示し、レベルは海抜高を表す。

10. 本書記載の遺物実測図の断出は、土師質のもの、石器 白抜き、須恵質のもの一黒塗り、瓦質・

瓦-網目としたc

11.図版の遺物番号は、該当する各節の遺物番号に対応している。

12. 出上遺物をはじめとする調査記録一切は、桜井市教育委員会の管理のもと桜井市立埋蔵文化財セ

ンターで保管している O 活用されたい。
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図版24 安倍寺跡第22次調査(4 ) 

SP-213 (南より)

SP-214 (南より)



第1章 平成26年度の国庫による発掘調査

1.桜井市の位置と環境

桜井市は、奈良盆地の東南部に位置する人口およそ6万人、面

積98.93kniの都市である。市域の北西部は奈良盆地東南部にあたる

平野部が広がっており、北東部から東部・南部にかけては大和高

原や龍門山地などの山地で構成されている。平野部は、大和川の

本流である初瀬川とその支流である寺川をはじめとした河川の堆

積からなり、古くから農耕地として利用されてきた。付近は、奈

良盆地と宇陀・吉野地域との結節点にあたっており、市内には複

数の古道が通っているなど、古くから交通の要衝であったと考え

られ、市域には多くの遺跡が分布している。

桜井市内では、いくつかの遺跡から旧石器時代の遺物が出土し

ており、縄文時代については遺構を伴う遺跡の存在が知られてい

ることから、古くから生活の痕跡を窺い知ることができる。市内

で人の活動が活発になったのは弥生時代以降であり、絵画土器が 図l 桜井市の位置

出土した芝遺跡や袈裟棒文銅鐸が出土した大福遺跡などが平野部に形成されている。古墳時代前期に

は纏向遺跡が出現し、出現期古墳である箸墓古墳を含む纏向古墳群が登場する。その他にも、桜井茶

日山古墳やメスリ山古墳といった大型前方後円墳が築造されており、古墳時代後期から飛鳥時代にか

けては赤坂天王山古墳や文殊院西古墳といった古墳が多く築造されている。山田寺跡や安倍寺跡、百

済大寺と推定されている吉備池廃寺など、大王家や古代氏族と密接な関係をもっ古代寺院がいくつも

存在している。このように桜井市には、古代国家の形成期に重要な役割を果たしたと考えられる遺跡、

が多数みられる。

2. 平成26年度の発掘調査

平成26年度に実施した国庫補助による発掘調査は4件である(表1)。このうち、大福遺跡第32次調

査は大型庖舗建設に伴う試掘調査であり、安倍寺跡第22次調査は個人住宅建設に伴う調査であったo こ

れ以外の2件の調査は範囲確認調査であった。本書では、大福遺跡第32次調査と安倍寺跡第21次調査

の成果について報告する O
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地図NCl 制査名祢

l 続仏J.i遣問、第182次

2 大福遺跡第32次

3 安倍寺跡第22次

4 総向遺跡第183次

去l 平成26年度国庫補助による発掘調査一覧

所在地 JlJl tm r!rI積 主な遺構・遺物

大字辻64杏地 lほか 8 月 1 日 ~9 月 16 日 165m 士抗、土~if

大字大福地内 9月 11 日 ~9月 29 日 162 rrl 弥生土器

安倍木材団地1丁目5番地7 9月 18 日 ~10月 17 日 72rrl 柱穴群、溝、瓦

大字辻56番地I 214m 溝、土坑、建物跡

図2 平成26年度同庫補助による調査位置図 (S=1/40，000)
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第2章発掘調査の成果

第l節大福遺跡第32次試掘調査報告書

1.はじめに

本調査は、桜井市大字大福地内において計画された大型庖舗建設に伴う試掘調査である。大現庖舗

建設による造成工事および建物の基礎工事などが埋蔵文化財に与える影響を調べるのが主な白的であっ

た。約7万ぱに及ぶ対象地内で、遺構面の深度やその状況を効率よく把握するために 3mx3mの方

形の調査区を 18 ヶ所設定した。調査面積は計162rriで、試掘期間は平成26年 9 月 11 日 ~9 月 29 日である。

本調査地は坪井・大福遺跡の北よりに位置する。坪井・大福遺跡は桜井市大字大福及び橿原市常磐

町に広がる弥生時代を中心とした集落遺跡である。桜井市では、県遺跡地図による「坪井・大福遺跡」

とすぐ東に隣接する「大福遺跡」と併せた範囲を大福遺跡の調査として取り扱っており、本調査も大

福遺跡の調査として報告するO この地域の過去の調査をみると、第3次調査では、方形周溝墓(弥生

時代後期末~古墳時代初頭)の周溝底面より検出された埋納坑から大福銅鐸(突線紐1式)が出土し、

銅鐸の埋納の様子や時期を限定できる貴重な成果をあげているO また、第22次、第30次調査では弥生

時代中期の集落を取り囲む環濠と思われる大規模な溝を検出している。第26・28次調査では弥生時代

後期の溝などを検出し、溝の埋土から銅鐸片や送風管などの青銅器鋳造関連遺物、木甲や楯などの木

製品など特筆すべき遺物が出土している。

図3 大福遺跡第32次調査位置図 (S=1/4.000)
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これらの成果を概括すると、県遺跡地図による「坪井・大福遺跡」の範聞には弥生時代中期の環濠

集落(以下、坪井・大福の環濠集落)が、「大福遺跡」には弥生時代後期の集落が存在していたと考

えられ、両者の集落は時期的にも地域的にも連続してつながることから密接な関係があると考えられ

るO

2.調査の方法

今回の調査は前述したように遺構而の深さ及ぴその状況を確認することが大きな目的であった。調

査の)j法は、表土及び現代耕作土を重機により|除去し、遺構面の深度を確認したあと、各調査区の一

部に断割りを設け、地山面、包含層、遺物、遺構などの有無を確認した。遺物、遺構の検出を主眼に

おいた調査ではないので、必要以上の遺構掘削はおこなっていない。

また、限られた範聞の調査区であったため、各層位の意味を正確に把握できたわけでない。例えば、

土器を合む層が遺構の埋土であるのか、もしくはある時期の基盤層(遺構面)となるのか、などを正

確に認識することは不可能であった。以下、調査の所見を記していくが、今後、広範岡な調査が実施

されるとき、各層の意味や遺構面の認識等にある程度変更が生じる可能性があることは断っておく。

3.各調査区の成果

(1) 1トレンチ(図4・5) 

[基本層序] 基本層序は、上から現代耕作土(1~ 2層 層厚約40cm)、旧耕作土に関連する土層

(3 ~ 6層 層厚約15cm)、灰黄褐色シルト層 (19層 層厚約45cm)、黒褐色シルト層(粗粒砂混じる)

(20層 厚さ約10cm)、明オリーブ灰色粗~中粒砂層 (21層)となる。 19層までは確実に遺物を含む層

である o 20層からは遺物を確認できなかったが、 19層と近似した層で土器が含まれていてもおかしく

はない。 21層は周辺の状況からも遺物を含まない地山層になる可能性が高い。 19・20・21層は面的に

広がることから、それぞれの時代の基盤層となる可能性がある。 19層上面から掘削されている遺構理

士を大きく分けると、にぶい黄程色シルト層を基本とするものは ~9 層)、黒褐色シルト層を基本

とするものCl2~19層)となる。出土遺物を含めて考えると、にぶい黄樺色層は、素掘溝やピット状

の遺構で|日耕作土に土質が近似しているので中世の時期が想定される o 13~ 19層は、遺構の性格は定

かではないが、出土遺物から弥生時代後期の遺構と考えられる o 20・21層上面から掘削されたと思わ

れる遺構は 1トレンチ内では確認できなかった。

{遺物) 1トレンチ内からは700片ほどの土器が出土している。そのうち図示できたものは東側に入

れた断割りからの出土遺物である O どの層位から出土したものかははっきり特定できないが、 15~18

層の中の黒褐色シルト層を埋土とした遺構から出土したものが多いと考えられ、弥生時代後期を中心

としたものである。その他lトレンチでは、中世土器や須恵器、庄内式期もしくは布留式期と思われ

る破片が出土している。
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(2) 2トレンチ(図6・7)

{基本間序] 基本層序は上から現代耕作土(1-2層 回厚約45cm)、暗褐色細粒砂層 (4層 層厚

手)40cm)、明黄褐色細粒砂層(5層 層厚約lOcm)、時灰色シルト~細粒砂層(7層 層厚約40cm)、明

緑灰色細粒砂~シルト層(8・9屑)となる o )吾!豆がlOcm程度しかない 5層を除く、 4・7・8層は

国的に水平に広がるので、各層の上面が遺構面の候補となる O このうち 4層までは確実に土器を合む

層で包含層と確認できるが、それ以下は土器や遺構等が確認で、きないため評価が難しい。周辺の状況

から、 8回以下は地山層である可能性が

高い。 7層は比較的均質な層で地山層の

可能性もあるが、本調杏区内では判断し

がたい。

¥- -1 7
J日

o 10cm 
ト一一一 →一一 一一→

[遺物1 2トレンチから出土したものは

非常に少なく、破片数にしても10点に満

たない。図示できたのは4層から出土した鉢の口縁部(7) 1点である。小片のため、角度や直径は

不確かであるが弥生時代中期ごろのものだと思われる o 4層からは、その他に弥生時代の土器と思わ

図7 2トレンチ出土造物 (S=1/3 ) 

れる小片が2点ほど出土しているが詳細な時期は不明である。破片数が少ないため(7)がこの層の

時期を表しているかは判断できない。その他、覆土からは須恵器等が出土している。

( 3) 3トレンチ(図8-10) 

[基本層序] 基本層序は上から現代耕作土(1・ 2層 層厚約40cm)、それ以下は遺構県土と思われ

る土層が調査区壁面にかかっており、基本層序を抽出するのは難しい。遺構が掘削される面などを考

慮にいれて考えると、現代耕作土層以下の基本層序は褐灰色シルト層(にぶい貰褐色シルトブロック

士混じる) (5層 層厚約30cm)、褐灰色シルト層 (9層 層厚約20cm)、黄灰色シルト~細粒砂層(13

層 層厚約30cm)、にぶい黄色細~巾粒砂層(14層)の順になるC このうち、 5・9層は包含層である

ことは確認でき、 14層は周囲の土質や状況から地山層と認識できる。 ]3層は14層と同じような土質で
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あるが、色調などが上位の9層などに影響をうけているような層で地山層と思われるが、調査区の範

闘では確定できなかった。

遺構周士と認識できるのは、 5層上面では中世素掘溝(3層)、須忠器坪蓋が出土した藤原京期と

思われる溝状遺構(4層)で、 9層上而では庄内式翠が出土した帯状の遺構 (SDOl6 ~ 8層)、 13層

上面では遺構の形状は不明だが、 10層を埋土とする遺構 (SK02) と11・12層を埋士とする遺構が認識

できる O このうち、 6~8 層を埋士とする溝状遺構は、その西肩がトレンチの市半で、南西の方向に

直角に曲がることが確認できるため方形周溝某の可能

性が考えられる。

[出土遺物13トレンチからは200点程の土器片が出

土している。遺構の埋土から出土したと想定されるも

のは般片も大きい。(8 )は須恵器の杯蓋で4層から

出土している。(9 )は 6~8 層を埋士とする溝状遺

構から出土しており矢羽根状タタキがあり、内面は摩

滅しているがケズリを施しているものと思われ庄内式

期の棄と思われる。(1O~16)はトレンチ北西隅で検出

'Iiii!iiilII淘

21 

O 10cm 

図10 3トレンチIB土造物⑨(S=1/3)

された10層を埋土とする遺構から出土しているO 弥牛ー時代後期後半のものと思われる o (17・18)は東

側の断割り、(19・20)は北側の断割りから出土している。その中でも(17)は11層もしくは12層から

出土しており、弥生時代中期の蓋の日縁部と思われる o (21)は加玉木の破片で北側の側溝から出土し

ているが、明確な層位は確認できなかった。こういった状況から、 6層上回では、 11'世~藤原京期の

遺構が、 9層上而では庄内式期、 13層上面では弥生時代中期と後期の遺構があると思われる。図示で

きなかった他の破片も中世、藤原京期、布留~庄内式期、弥生時代後期、弥生時代中期に属するもの

であり、確認できる遺構の時期を反映している O

-Fー十プ二ゴ山

芋三三子山

Y=-16，248 

士
土
牢
ト
信
ト

£
1
4
1
 

付
汁
“
汁

山
川
山
川

現
現

士

士
士
士
士
川
貝

質

質

質

質

粘

砂

粘

砂

粘

粘

砂

粒

砂

砂

砂

土
砂
粒
細
粒
粒
砂
粒

員
粒
制
~
州
刑
制
粒
制

砂
細
~
卜
~
~
細
~

砂
色
ト
ル
ト
ト
色
ト

粒
燈
ル
シ
ル
ル
掲
ル

粗
黄
シ
色
シ
シ
黄
シ

色
い
色
褐
色
白
い
色

ム
円
ぷ
ム
円
黄
門
杓
ぶ
比

比
に
版
刷
版
以
に
褐

3

8

4

1

 

/
1
/
1
l
/
/
 

う
/
う

/
/
3
4

U
7
U
7
7
U
己

f
n
y
n
y
y
n
n
 

7
T
5
了

5
5
T
T

N
U
Z
U
7
z
u
u
 

l
?
=
3
4
1
3
n
b
マ
ー

o 3m 
ト l

勺Lf- I xニ 1
図11 4トレンチ平・断面図 (S=l/100)

-8ー



、、、 ， 
/ 

(4) 4トレンチ(図11・12)

[基本層序] 基本層序は、現代耕作土(1・ 2層

層厚約40cm)、灰白~明黄褐色シルト~細粒砂層

( 3層 層厚約35cm)、灰白色シルト~細粒砂層 (4
22 

q -←一 1cm 層層厚約20cm)、にぶい黄褐色細粒砂層(6層 層

図12 4トレンチ出土遺物 (S=1I3) 厚約20cm)、褐灰色シルト~細粒砂層 (7層)の順に

なる。 3・4・6層からは土器が出土したのを確認している。 7層では確認できなかったが、周辺で

みられるような明確な地山層は確認できず、調査区全体は湿地状堆積の印象を受けた。 1-3層から

は近世瓦、中世土器や須恵器、土師器、弥生土器が出土しているが、 4. 6層では古式土師器片や弥

生土器しか出土していなしミ。出土量が少ないので確定はできないが、 4層以下は布留式期以前の堆積

土と思われる。

【出土遺物14トレンチからは破片数にして50点程出土したが、図示できたのは壷の底部と思われる

破片 1点 (22)である。他に、布留式期と思われる破片や、弥生時代後期の破片が出土している。

(5) 5トレンチ(図13・14)

[基本層序] 基本層序は上から、現代耕作士(1-3層 層厚約40岨)、明黄褐色シルト層 (4層

層厚約25cm)、灰黄色シルト層(7・8層 層厚約30cm)、暗灰黄シルト層(9層 層厚約25cm)、褐灰

色シルト層 (10層 層厚約15cm)、浅黄色中~粗粒砂層 (11層)となる。このうち、 4層上面及び7・

8層上面では旧耕作に関連する素掘溝が確認できるので、 4層は中世の遺物を包含する旧耕作土層の

可能性が高い。また、 7・8層及び9層は、弥生時代後期の土器を含む包含層となるo 10層以下は遺

物を確認することができなかった。 10層は、比較的均質で、堅く締まることから地山層の可能性があ

り、 11層は周辺の状況と比較すると地山層の可能性が高い。

[出土遺物1 5トレンチからは破片数にして600点以上の土器片が出土している。そのほとんどが、

東側の断割から出土している O 図示したのは12点で弥生時代後期後半のものである O 層位ごとにみて

もさほど型式差は認められない。破片が比較的大きく遺構から出土した可能性も考えられる。
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(6) 6トレンチ(図15・16)

[基本層序] 基本層序は上から、現代耕作土(l~ 2層 層厚約25cm)、灰褐色シルト回(3出 回

厚15crn)、にぶい燈色シルト層(4層 層厚25cm)、褐灰色シルト層 (5層 層厚30cm)、暗灰黄色シル

ト層(9層 層厚25crn)、暗灰黄色シルト層(10層)の順になる。 5層上面には素掘溝等が検出される

ことから 3・4層は旧耕作に伴う居だと認識できる o 5層は弥生時代後期以降の包含層、 9層は遺物

が確認できなかったがブロック混じりのシルト層などで、周辺でみられる地山層とは少し異なる。包

含層か地山層か判断できない。 10層は周辺との比較から地山層になる可能性が高い。 9層上面では、

6~8 層を埋土とする i幅 1m以上、深さ 1m以上の溝状の遺構が調査区東樫面で確認できる。 7層下

部から底部の一部を欠いた弥生時代後期後半の蓋 (40)が出土しているので弥生時代後期後半の溝で

ある可能性が高い。

!一 一一一一一一一一ーー一一一「亘生Qm

Fー←千三三手
¥-4イ「ア阻

Yニ 16.368

てブ乙卜

lOYR611 褐灰色砂丘土
己 7.5YR7/4 にぶし、椅色シルト~砂I't土鉄分マンガン沈」立
3 7.5YR6/2 灰褐色シルトに 7.5YR7/3 にぶい褐色シルトブロック
4 7.5YR7/4 にぶし、柿色シルト~粘白土
7.5YR4/1 褐灰色シルト マンガンでややしまる

6 7.5YR3/1 黒褐色シルトへ粘質土
7 7.5YR3/1 黒褐色シルト~粘白土
呂 7.5YR3/1 黒褐色シルト
9 2.5Y5/2 日副長黄色シルト 黒褐色シルトブロック混じる
10 2.5Y5/2 陪灰黄色シルト

O 3m 

図15 6トレンチ平・断面図 (Sニ1/100)

現代耕作土
現代耕作土
旧耕作土
素掘溝
包含層 1
遺構(溝)弥生後期
遺構(溝)弥生後期
遺構(溝)弥生後期
包含層 20r地山
地山

{出土遺物] 6トレンチ内からは400点近い十ー器片が出土している。そのうち、東側の断割りで出土

した 10点を図示している。 (35) は須恵器の棄で、 4 層から出上している。 (36~44) は 6~8 層を埋

上とする溝状遺構から出土しているもので、弥生時代後期後半のものと思われる o (37)は粘土紐を指

圧やナデにより形成している輩の胴部で、図上の上端部は、口縁部となるのか、剥離しているのか判

断がつかない。または8)の脚部は (37)と胎土が似ており同一個体になる可能性があるが、接合点

はない。霊 (40)の上半部はほぼ完存しているが、底部は欠いている O 出土状?JGからも打ち欠いてか

ら投棄されたものと考えられる。壷 (41)と (42)も接合筒所はないが、胎土が近似しているため同

一個体の可能性がある。 溝状遺構から出土したものは弥生時代後期後半が主なものを占め、遺構の埋

没時期を示すものと思われる O その他、覆士からは中世土器、須恵器、弥生時代中期に属する遺物も

出土しているが、いずれも小片で呈も少ない。

(7) 7トレンチ(凶17・18)

[基本層序] 基本層序は上から、現代耕作土(1・ 2層 層厚約30cm)、にぶい褐色シルト層(3層

-11-
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現代耕作土
現代耕作土

素掘;蕎
旧i可道理土
旧i可道理土

!日河道理土
|白河道理土
|白河道埋土
|白河道埋土

7.5YR5/2 約灰色砂質土
7.5YR7ノ4 にぶい的色シルト 鉄分マンガン
7.5YR5/3 にぶい褐色シルト 鉄分マンガン
7.5YR5/2 にぶい祐色シルト
2.5Y8/2 l1i白色制粒砂
2.5Y6/1 お版f凶11砂府組混じる
7.5YR8/8 前借色粗砂(鉄分沈着)に
細粒砂がラミナ状に混じる
8 7.5YR6/1 和版色位制~制粒砂腐納混じる
o 5B6/1 青灰色制粒砂に氏自色 (7.5YR8/1)中粒砂混じる
10 N7/ 灰白色中粒砂に版円色 (75YR8/1)砂混じる
11 7.5YR8/8 黄信色シルト~粘質l: 鉄分付着
12 N51 灰色粘土腐植脳出じる

t
i
?
u
q
J
4
6
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マd

3m O 

7トレンチ平・断両図 (S斗 /100)同17

てプL十

46 

o lOcm 
ト一一一一一一一

s 
[ノ

45 

7トレンチ出土遺物 (S=1/3)
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となる。それ以下は調査区全体が溝もしくは河道状の遺構の埋土によって占められて層厚約20cm)

3層以下を大きく分層すると 5-10層と11・12層の二つとなる。 11層は土器を含んでいることいる。

このまた12層は腐植を含む層であるので河道もしくは湿地状堆積であると考えられる。が確認され、

二つの関係が一つの遺構の上・下層なのか、遺構埋土と基盤層の関係なのかは調査区内では判断でき

の破片がまとまって出土しておない。また、調査区北壁で5層上面にi留まっている土層から査 (45)

5-10層を埋土とする遺構の最終埋没時期を示す遺物のーっとなるO
、
h

り

のも7トレンチからは180点近くの土器片が出土しているが、そのほとんどは壷 (35)[出土遺物]

のである。壷 (35)は全体の6割程が残存しているもので、北壁面にさきる状態で出土した状況を考

えるとほぼ完形に近い状態であったと思われる。それ以外では7層付近から 2点、 11層から 1点ずつ

土師質の土器片が出土しているが、摩耗した小片で詳細な時期は不明であるO

8トレンチ(図19・20)(8 ) 

層厚約25cm)、旧耕作土層と思われる明黄基本層序は上から、現代耕作土(1-2層[基本層序]

層厚約20cm)、糧色粗粒層厚約40cm)、それ以下はにぶい褐色シルト層 (4層褐色シルト層(3層

層厚約20cm)、暗黄灰色腐植混じりシルト~粘土層層厚約lOcm)、灰色粘土層(6層砂層 (5層

4層以下は湿地状堆積だと思われ、確認した最下層である 7層にお(7層)が水平に堆積していく。

いても瓦器が出土し、中世以降の堆積層であることが確認できた。

約50点の土器片が出土しているが、そのほとんどが現代から旧耕作土から出土している

4層以下から出土したものは10点程である。出土したものは瓦器や士師器皿、羽釜などの中

世の遺物が主なものである。そのうち、土器2点と、加工した木片2点を図示している。瓦器境 (47)

【出土遺物]

もので、

(50)は7層出土の及び羽釜 (48)は、重機掘削、 (49・50)は東側の断割りの際に出土したもので、

ものと確認している。 (47)は瓦器域の最終形態の形状をもつもので14世紀後半頃と思われるo (49) 

は厚さ0.8cmほどの板状の加工木の一部である。 (50)は厚さ0.2mmと非常に薄い木片で、直径2mmの孔

現代耕作土
現代耕作土

中世土器出土

瓦器出土

lOYR5/2 灰黄褐色砂質土
lOYR7/4 にぶい黄櫨色シルト~砂質土
10YR7/6 明黄褐色シルト鉄分
7.5YR6/4 にぶい褐色シルト 鉄分
7.5YR6/8 檀色粗粒砂
N51 灰色粘土
2.5Y4/2 暗黄灰色シルト~粘土
下部になると明オリーブ灰色シルト混じる腐値層
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8トレンチ平・断面図 (S=1/100)
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図20 8トレンチ出土遺物 (S=1/3・1/6・1/8)

が8つ確認できる。孔は2ずつあけられているようにみえ、図の左半で高さを変えて2x 2ヶ所、右

半ではほぼ水平に 2x 2ヶ所ある。ただ、互いの孔の間隔は異なる。 (49)や (50)は何らかの部材の

一部であると思われるが用途はわからない。

(9) 9トレンチ(図21・22)

[基本層序] 基本層序は上から、現代耕作土(I・ 2層 層厚約70cm)、それ以下はシルト層や粘土

層が複雑に堆積しており基本層序はつかみにくい。人為的な埋土には見えず、湿地状や流路状の自然

堆積だと考えられる。 3~6 層では中世土器が、 7~9 層では弥生時代後期の遺物を含んでいた。ま

た現地表から-1.9mのところでオリーブ灰色のしまった粘土層 (11層)がみられ、この層は周辺の成

果から地山層であると思われる。

【出土遺物190点ほどの土器片が出土している O 前述したとおり 3~6 層では中世遺物が、 7~9 層
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図21 9トレンチ平・断面図 (S=1/100)
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では、中世遺物は含まず、弥生時代後期もしくは中期と思われる土器片が出土している。 (51-54)は

重機掘削中に出土したものであるが、その状況から 3-6層から出土したものの可能性がある。 (54)

7 の瓦器域の特徴から14世紀頃のものと思われる。 (55)は東側に設定した断割りから出土しており、

-9層のいずれかの層から出土したものと思われる。平行した櫛描文が3条以上ある査の胴部の破片

で弥生時代中期のものと思われる。

足手医二グ雫三二二ニ=ドーーそク

52 

Jλ三斗ミJO 
ト一一一一一一----j ---

54 

9トレンチ出土遺物 (S=1/3)図22

(10) 10トレンチ(図23・24)

層厚約30cm)、旧耕作に関連すると思われ基本層序は上から、現代耕作土(1-2層【基本層序]

層厚約20cm)、それ以下はにぶとにぶい程色シルト層 (4層層厚約lOcm)る灰褐色細粒砂層(3層

層厚約35cm)、緑灰

層厚約20cm)、緑灰色粘

層厚約20cm)、浅黄樺色極細~細粒砂層 (6層い黄桂色極細~細粒砂層 (5層

層厚約15c皿)、褐灰色腐植混じりシルト層 (8層

5-6層は色調が段階的には変化するが士質は類似しておりはっきり分層する

これらの層と腐植土が混じる 8層を含めて、人為的な埋土とは見えず、湿地状の自

色極細~細粒砂層 (7層

となるo土層 (9層)

ことはできない。

9層は周辺状8層からは弥生時代中~後期と思われる小片が出土している。然堆積層と考えられる。

況からは地山層であると推定できる O

調査区内からは100点ほど土器片を確認しているが、重機掘削中に出土した現代~旧耕 l[出土遺物}

8層から出土し

現代耕作土
現代耕作土
旧耕作土
旧耕作土

弥生後期?
地山

5-6層では土器片を確認できておらず、

10YR511 褐灰色砂質土
7.5YR6/4 にぷい樺色シルト マンガン
7_5YR6/2 灰褐色細粒砂
7.5YR6/5 にぶい樟色シルト マンガン
IOYR7/3 にぶい黄権色極細~細粒砂マンガン
7.5YR8/3 浅黄櫨色極細~細粒砂
5G6/! 緑灰色極細~細粒砂
IOGY4/! 褐灰色シルト 腐植層
IOG6/! 緑灰色シルト~粘土
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10トレンチ出土遺物(S=1/3)図24

いずれも弥生時代中期のたものが主なものになる O 図示した (56・57)は8層から出土したもので、

8層から明らかに弥生時代後期のものも含まれ、 10トレ主主の破片と思われる。図示はしていないが、

ンチで確認された混地状堆積は弥生時代後期以降の堆積となる。

(図25・26)(11) 11トレンチ

層厚約40cm)、旧耕作に関連する層(3層基本層序は上から、現代耕作士(1~2 層{基本層序]

層厚約35cm)、層厚約25cm)、黒褐色シルト~粘質士層(6層層厚約20cm)、灰白色シルト層 (4層

その直上の9層は周辺の状況から地山層の可能性が高く、のJIJ員となる。オリーブ灰色粘土層(9層)

7・8層は弥生時代1I1期の4層は弥生時代中期及び後期、7・8層は講状遺構の埋土と考えられる O

6層は確実に出十‘したと思われる遺物を把握できなかったため、時期は決定しがたい。破片を含む。

現代耕作土
現代耕作土
現代耕作土
包含層1

包含層2もしくは遺構埋土
遺構埋土(清か) 弥生中期
遺構埋土(溝か) 弥生中期
地山

6層は包含層もしくは溝状遺構の上層埋土の可能性がある。
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11トレンチ平・断面凶 (S=l/lOO)図25

どの層においても調査灰内からは200点近い土器片が出十ーしている。耕作土より下は、[出土遺物]

このことからも 7・8層は遺構埋土であるととくに 7・8層は破片が大きく、多くの土器片を合む。

(58 ・ 61~いうことが裏付けられる O 図示したもののうち (59・60)は3もしくは4層から出土し、

64)は7・8層から出土している。図示していない遺物をみると、先述したように 4層までは弥生時

7層以下は弥生時代巾期の破片しか出土していない。

-17-

代後期の破片を含むようであるが、
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図26 11トレンチ出土遺物 (S=1/3)

(12) 12トレンチ(図27・28)

[基本層序] 基本層序は上から、現代耕作土(1~2 層 層厚約30cm)、灰褐色シルト層(3層 層

厚約25cm)、灰褐色シルトブロックが混じる明黄褐色シルト層(12層 層厚15cm)、明黄褐色細~中粒

砂層 (13層)の順となる。ここに挙げていないその他の層は、 12層を基盤とする土坑状やピット状の

遺構埋土と考えられる o 13層は周辺の状況から地山層だと考えられる o 3層は遺物を含む包含層、地

山層直上の12層の位置づけは難しい。包含層もしくは地山層の可能性が考えられる。

[出土遺物] 調査区からは120点余りの土器片が出土している。土器は小片が多く図示できたのは2

点のみであるo 断割りから出土した (65)は蓋の破片で層位は特定できない。小片のため口径や傾き
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1 2.5Y611 黄灰色砂質土
2 2.5Y7/6 明黄色シルト
3 7.5Y4/2 灰褐色シルト マンガン
4 7.5Y411 褐灰色シルトに 7.5YR3/1黒褐色ブロック混じる
5 7.5YR4/1 褐灰色シルト~極細粒砂
6 7.5Y411 褐灰色シルトに 7.5Y4/2 灰褐色シルトブロック混じる
7 lOYR6/2 灰黄褐色シルトに 2.5Y6/2黄色ブロック混じる
8 7.5YR4/2 灰褐色シルト マンガン
9 lOYR6/2 灰黄褐色シルトに 2.5Y6/2黄色ブロック混じる
10 7.5YR4/2 灰褐色シルト マンガン
11 2.5Y8/4 淡黄色シルトに 2.5Y8/6黄色シルトブロッヲ混じる
12 lOYR7/6 明黄褐色シルトに 7.5YR4/2シルトブロック混じる
13 lOYR7/6 明黄褐色細~中粒砂下部に行くほど黄色を帯びる

現代耕作土
現代耕作土
包含層 1
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
遺構埋土
包含層 20r地山
地山

3η1 

。凶ロヨ

図27 12トレンチ平・断面図 (S=1/100)
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12トレンチ出土遺物 (S=1/3)図28
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などが推定しにくい。また、摩減が著しく調整芋も不明である。

も3層から(66) は3層から出土したものである。ほほ完形の石庖丁 (68)めの孔が2つ確認できる。

(67) はサヌカイト製の石製品で、調査区内の東に設定した断割りから出土しており 4出土している。

~ll層のいずれかの遺構と思われる埋土から出土している O その他は小片のため時期や器種が確定で、

きる個体は少ないが、全体的には弥生時代中期の十ー器片が多いと思われる。

(13) 13トレンチ(図29・30)

層層厚約30cm)、灰褐色シルト層(3層基本層序は上から、現代耕作土(1~2 層[基本層序]

の順となる。そ層厚約10cm)、控~にぶい程色シルト層(7層)厚約20cm)、灰褐色シルト層 (6層

7層は地山層と考

6層は地山層が土壌化したような層でまた遺物

6層を基盤層とする構や土坑状などの遺構埋土と思われる。

3層は遺物を多く含む包含層と考えられる O

れ以外の4・5層は、

えられ、

現代耕作之
現代耕作土
包含層 1
遺構埋土
遺構埋土
包含層 20r地山
地山

7.5Y7/1 灰色砂白土
7.5Y7/3 にぶL、椅色シルト~砂町土
7.5YR5/2 灰褐色シルト マンガン、鉄分沈着
7.5YR5/2 灰褐色シルトに 7.5YR5/1褐灰シルトブロック混じる
7.5YR5!2 灰褐色シルトに 7.5YR5/2褐灰シルトブロック混じる
7.5YR6!2 灰褐色シルト マンガン鉄分沈着
7.5YR7!6 樗色~ 7.5YR7/4，こぶい袴色シルト
下部になると 5GY71!明オリーブ色槻細)細粒砂!となる
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を確認しておらず、耐的に広がる層なのか不明で、位置づけが難しい。

(69)は3層から出土しており、調査区からは150点ほどの土器片が出土している O 査{出土遺物]

4もしくは5層の遺構査 (70)は確実な層は確認できないが、東側のI:flf割り部分から出土しており、

の埋土から出土していることは間違いない。図示していない中では、サヌカイト片が他の調査灰より

多く出土しているのが特徴的である。弥生時代中期の土器が多い。
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13トレンチ出土遺物 (S二113)， 岡30

(図31・32)(14) 14トレンチ

層厚約35cm)、灰褐色シルト~褐灰色シル基本層序は上から、現代耕作土(l~2 層[基本層序]

3~6 層は 7の順となる O層厚約40cm)、明オリーブ灰色細粒砂層(10層)ト質粘質土層(7・8層

1~6 層は3層は中世素掘溝の理士と思われるが、層上耐で検出される素掘溝や帯状の遺構である。

7・89層は炭ブロック等を合むので遺構埋士のロJ能性が高い。素掘溝にしては少し規模が大きい Q

層は土器を多く含む層で包含層もしくは9層を埋土とする遺構の上層の可能性がある。 10層は周辺の

状況から地rlr層だと考えられる。

調査区内からは150点ほどの土器片が出土している O 図示したものは東に設定した断割[出土遺物]

(71・73・75)に関しては、層位を確認りから出土したもので9層から出土したものが中心であるが、

(73・74)はい

現代耕作土
現代耕作土
素据i膏埋土
素掘清か?

5に同じ
51;:同じ
包含層 1
包含屑か
遺構l'I'土か
地山

褐灰色在質土
浅黄栂色シルト~砂質土
浅黄槌色シルト -'lIY負土
浅黄燈色シルト 鉄分、
下部は 7.5YR8/2 灰褐色シルト~粘質土
日月樹灰色シルト
褐灰色シルト 浅黄検色シルトブロック混じる
灰褐色シルト マンガン、制11粒砂混じる
相灰色シルト~粘11:土
褐灰色シルトへやや粘質 炭フ明日ッヲ混じる
日月オリーブ灰色佃粒砂 鉄分沈着

する途中で出土したものなので3層などの上位の層が混じり込んでいる可能性がある。
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lOYR~/1 
IOY丘3/4
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(71)は布留式則の25台の破片と思わ(75)は弥生時代中期の琵と考えられる。わゆる V様式の琵で、

9層を埋土とすを含めて考えると、前述したように出土層位が不明確な (71)このことから、れる。

のよ(75) る遺構は、布留式朋もしくは弥生時代後期に埋没したものと考えられる。本調査区からは、

うに弥生時代中期の遺物片も多く合まれており、周辺に弥生時代中期の遺構があったことも示してい
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(15) 15 トレンチ(図33~36)

層層厚約35cm)、褐灰色シルト層 (4層基本届序は上から、現代耕作土(1~2 層[基本層序]

層厚約20層厚約30cm)、褐灰色粘質土層(7層厚約25cm)、褐灰色根細粒砂混じりシルト層(6層

層厚約40cm)、明オリーブ灰色粘土層cm)、明オリーブ色粘土ブロック混じり褐版色シルト層 (8層

7・9層は地山層の可能性が高い。このうち、周辺の状況から 4層は包含層で、のJII買となる O( 9層)

8層は土器、獣骨、木片等の遺物が出土し、土器片も大きいので溝なとやの遺構埋上の可能性が高い。

7・8層に比べ土器片が小さくなる O 前述した溝埋土の上層もしくは包含層の可能性が考え6層は、

られる O

63.0m 

現代耕作土
現代耕作土
素抱溝埋土
包含層

包含層 or遺構埋土上層
遺構埋土獣骨など
這構埋土獣骨など

地山
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7・8層で出土したものが多調査区内からは600点近い土器片が出土している。特に、[出土遺物]

(99・100)が7・8層から出土している。土器く、破片も大きい。図示したもののうち、 (76~92) 、

は斐・壷・鉢などで、査・鉢には櫛描の簾状文や流水文、斜格子文など文様も多彩で、弥生時代中期

中葉に比定できる。 (99)は砥石と思われ、表面の一部に朱が付着している。(100)は木製高杯の脚部

(94・96・98)は精査時に出土しているため出土層位は不明でと考えられる o (93・95・97)は6層、

これらの土器もいずれも弥生時代中期中葉のものである。 (98)は砥石で3面利用している O 図ある。

示していない破片もそのほとんどが弥生時代中期中葉のものである。

(図37・38)(16) 16トレンチ

層厚約50cm)、明黄褐色細粒砂層(3層基本層序は上から、現代耕作土(l ~2 層[基本層序]

層厚約25cm)、灰色粘土層厚20cm)、明オリーブ灰色粘土層(5層層厚約25cm)、灰色粘土層(4層

3層以下は水平な堆積で、色調及び土質で分層しているが、その変化は段階の月日となる O層(6層)

5層からは中世土師器皿だと思われる小片的で明確な境はない。湿地状の自然堆積だと考えられる。

が出土しており、中世以後の堆積だと思われる。 16トレンチのすぐ北側には水路があり、調査区を設

F一一子一一一プ山
L一一)3-F-f
- 寸士二J
出

定している田園は周辺より一段低い。現況からも水路の影響を受けている堆積だと想定できる O

現代耕作土
現代耕作土

中世土器が出土

褐灰色砂質土
灰黄褐色シルト~砂質土
明黄褐色細粒砂鉄分強い
灰色粘土に 5GY7/1明オりーブ色粘土ブロック混じる
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16トレンチ平・断面図 (s=1/100) 岡37

調査区内からは7点の土器片しか出土して[出土遺物]

L←一←二一』三==--ィク
101 
10cm 

いない。いずれも小さい破片で、土師器皿、須恵器片な

O どである O 岡示できたのは 3層から出士した土師器皿

l点である。(101) 
16トレンチ/ll土遺物 (S=1/3)図38

(17) 17トレンチ(図39)

層層厚約30cm)、灰褐色シルト層(6層基本層序は上から、現代耕作土(1・ 5層[基本層序]

層厚約15cm)、層厚約10cm)、浅黄樫色極細~細粒砂層(8層厚約lOcm)、にぶい褐色シルト層(7層

層厚約50cm)、褐灰色粘土層

層厚約層厚約20cm)、黄灰色シルト~粘質土層(13層

層厚約20cm)、椅色シルト層 (10層
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層)手約20cm)、褐灰色粘土層(12層

にぶい樟色極細~細粒砂層(9層

(11層
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17トレンチ平・断面図 (S=1/100)図39

の}111iである O 現代耕作土耕作土直下に見られる灰褐色シル25cm)、灰白色シルト~極細粒砂層(14層)

( 6層)は他の場所で見られる包含層と色調は類似しているが、土器がほとんどみられないことや、

混じりがあるものの均質にみえるので旧耕作士層の可能性がある o 10層以下は水平堆積層で層の変化

この調査区からは士器は出土も段|情的で境目もはっきりしなp。湿地状の自然堆積の可能性がある。

していなし、

(岡40)(18) 18トレンチ

回!豆約25cm)、褐)火色シルト極細粒砂層基本層序は上から、現代耕作土(1・ 2層[基本層序]

にぶい桂色シルト~粘質士層厚約15cm)、層厚1O~30cm)、灰責褐色極細~細粒砂層(4層( 3層

層厚約15cm)、褐灰色シルト~粘質土にぶい檀色シルト~粘質土層(6層層厚約15cm)、層(5層

の順となる。現代耕作土直下に見られる層厚約20cm)、)火オリーブ色細~中粒砂層 (8層)層 (7層

3層は他の地点でみられる包合層と類似しているが、土器が含まれないことなどから17トレンチの6
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層と同じで旧耕作土と思われる。褐灰色シルト層以下は水平堆積層で、各層の上面がその候補となる

が、各層とも明確な遺構や遺物は確認できなかった。 8層は他の地点でみられる地山層と似ており、

地山層の可能性がある。土器は10点ほど出土しているが、小片のため図化できなかった。

4.層位や遺物・遺構からみた各トレンチの相互関係

(1)各調査区の層位関係(図41・42 表3) 

ここでは各トレンチで確認できた層をもとに調査対象地内の状況をまとめていきたい。

まず、現地表面を比較すると、調査区の中で最も高い地点は 1トレンチの64.45mで、最も低いのは

15トレンチの62.7mで、比高差は約107mで、ある。一番北側の調査区である18トレンチは63.3mで1ト

レンチと比較すると 1m余の比高差となる o このように調査対象地の中では、西や北に行くほど低く

なる地形である。これは、調査地のすぐ北側に流れる寺川の影響を受けているo 蛇行しながら北西に

向かつて流れる寺川は、調査地の北東付近ではちょうど真西に向きを変え、調査地の北西側で北に向

かつて流れを変える。こういった状況から寺川に近づくにつれ標高が低くなり、また下流に向かうほ

ど低くなるという北西方向に向かつてなだらかに傾斜する地形といえる。

次に現代耕作土や旧耕作土より下の堆積状況を見ていく O 東よりの調査区をみると、 1・3トレン

チで黒褐色シルトや灰褐色シルト層が検出され、 2トレンチ-4層もそれにあたる可能性が高い。 5・

6トレンチでも同様の土層が認められる。この層の標高は調査区によって異なるが、現地形の比高差

と同じ傾向を示すことから共通する土層の可能性が高い。弥生時代後期の土器を多く含む共通点をも

つことからも裏付けられる o 4 . 7~9 ・ 16~18 トレンチではこれらの包含層は検出されない。 4 ・

8 ・ 16~18ではおそらく中世以降に堆積したと思われる湿地状堆積で、南側の調査区より寺川の影響

を強く受けているといえる。ただ、 7・9トレンチでは古墳時代前期もしくは弥生時代後期の可能性

がある流路状遺構が確認されているため、当該期の遺構面は全くないわけではなく、これらの範囲の

平面的なつながりは掴みにくい。

西よりの調査区である 12~15 トレンチで確認される現代耕作土直下にみられる灰褐色シルト層は、

標高もさほど大差ないので、 12~15 トレンチ周辺に広く堆積する層であろう。弥生時代中期の土器を

多く含むが14トレンチでは弥生時代後期の破片も出土しているので、弥生時代中期~後期に堆積した

包含層と思われる。包含層の下に弥生時代中期の遺構が確認されているなど、これらのトレンチでは

ほぼ同じ傾向を示す結果となっている。これらのすぐ東側にある11トレンチでも弥生時代後期の土器

を含む包含層 (4層)が確認されているが、西側のトレンチの包含層とは色調が異なり、連続する同

一層なのか不明である。ただ、包含層下層では弥生時代中期の溝状遺構が確認され調査成果は似てい

るO

先に挙げた東側と西側で確認された包含層の直接的なつながりは10・11トレンチの成果からは確認

できない。 10トレンチで確認された地山層の標高が低いのも現地形の状況からは違和感があり、 10・

11トレンチ付近に西側と東側の層位を分断するなんらかの要因があると思われる。
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図12 各トレンチの層位関係 (南北)

( 2 )各調査区の遺構の状況(表3) 

各調査区で検出できた遺構をみると、藤原京期の南北のi帯状遺構が3トレンチで、庄内式期のL字

状に曲がる溝が同じく 3 トレンチで検出されている O 弥生時代後期の遺構は 1 ・ 3 ' 5~7 ・ 14 トレ

ンチで検出されており、 6トレンチでは比較的大きな講状の遺構を見つけている。弥生時代'1'期の遺

構は可能性も含めて、 3. 11 ~15 ト レンチで検出されている C その中も 11 ・ 1 5 トレンチでは比較的大

規模な帯状遺構が検出されたと考えている。

( 3 )各調査区の遺物出土状削(表3) 

次に遺物の出土状況を比較していきたい。表3では出土量やそれぞれのトレンチ内での時期別の相

対的な比較を表している。掘削の方法の違いや時期を推定できる破片にパラつきがあるので厳密な比

較とはならないが、おおよその傾向はこれにより知ることができるc まず、出土量を比較すると、

1・5・6・15トレンチが多く 、少ないのは10以秤の2・18トレンチ、全く出上しなかったのは、 16・

17トレンチである。各調査区で確認できる出士土器の時期の傾向は、当然、検出された遺構の傾向と

似ている。 1. 3 ~ 7トレンチでは弥生時代後期の遺物が相対的に多く、 11~15 トレンチでは弥生時

代中期の遺物が多く出土している o 11・14トレンチは弥生時代中期の土器が多いものの後期の土器も

一定程度出土している。庄内~布官式期や須恵器 (おそらく藤原ボ則)といった土器も一定程度出土

しているが、 1 ~ 6 トレンチなどの南東側調査灰の方がより多く出土 している C 瓦器や土師器などの

中世土器も広い範囲で山土しているが、 8 ~1Oトレンチは比較的割合が多い。
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③弥生時代中期の遺物を多く確認できる地域
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( 4 )小結 (図43)

以上のことから、土層の堆積状況や遺構や遺物の傾向をまとめてみたい。 調査成果から、 ① 1 ~

3 . 5 ・ 7 トレン チ、 ② 4 ・ 7~1Oトレンチ③II ~15 トレンチ④16~18 トレンチのおおよそ 4 つの地

域分けることができる。まず、 ①の南東側の地域は、弥生時代後期の遺構や遺物が多く見つかる地域

である。また、弥生時代中期、庄内~布留式期、藤原京期など他の時期も少ないながら確認できる O

より南側の調査区の方がその傾複数の時期の遺構面が確認され、遺構而の保存状態は非常に良好で¥

向が強い。②の地域は、弥生もしくは古墳時代の可能性がある河道状の遺構がみられたり、中世の湿

地状堆積が確認されたりと、遺構の残存状況の傾向はつかみにくい。①や③の地域でみられる弥生時

代の包含層は確認できず、全体的には中世頃の寺川やその支流の影響を受けているものと考えられる O

遺構や遺物の量も①と③の地域に比べると少ない。

③の地域は弥生時代の包含層が広く残っており、その下には弥生時代中期の遺構面が良好に残って

いる。弥生時代後期の遺構もみられるが、弥生時代中期の遺構や遺物が圧倒的に多い。検出遺構や遺

物の出土量も非常に多い。

より寺川に近づくためか、遺構や遺物の出土量はより少なくなる。今④の地域は②の地域に比べ、

回調査をおこなっていないが、 17トレンチのすぐ東側の田園は、周阿よりも一段低く、寺川の旧氾濫

この範囲は中世やそれ以降の寺川やその支流の影響を強く受け、

-30-

遺構や造物の検出量は少ないといえるO

このように、原にあたると思われる。



5. まとめ

今回の調査は 3x3mの調査区を18ヶ所設けるという試掘調査の方法をとり、広範凶な地域を効率

よく把握することに努めた。調査の性格上、土層の堆積状況の把握を主な目標としたため、遺構など

の平面的な広がりについては把握しきれなかった面があるO しかしながら、先述したようにおおよそ

の傾向を掴むことができた。ここではそれらの成果と周辺でおこなわれた過去の調査成果を加味し、

まとめにかえたい。

今同の調査地周辺の調査成果をまとめたものとして、橋本輝彦氏による『大福遺跡を歩くj(2005) 

がある。これは、「坪井・大福遺跡」と「大福遺跡」の調査成果を地図上にプロットしたもので、弥

生時代1I1期を中心とする坪井・大福の環濠集落の範囲や弥生時代後期の遺物が集中する範囲を図示し

ている O ここに図示された環濠集落の範囲は、平成24年度におこなわれた大福遺跡第30次調査でも裏

付けられ、現時点でも精度が高いものである O 今回の調査地にあてはめると、 10もしくは11トレンチ

付近にその推定ラインが通る。 11トレンチで、弥生時代中期の溝状遺構が確認されていることや、 10

トレンチを境に東側と西側の包含層などが連続しない状況からみても、 10と11トレンチの聞に環濠帯

が通る可能性が高く、橋本氏の推定ラインを裏付ける結果となっている O

また、橋本氏はこの環濠集落とその東側に広がる大福遺跡を中心とする弥生時代後期の遺物が集中

する範囲との関係にふれ、両者が同一集団による集落であると考え、中期の環譲集落が後期段階で環

濠の内や外に分散するという勤|口jを去していると指摘した。この考えは平成18~20年度に行われた大

福遺跡第25・26・28次調査成果から、さらに可能性が高くなるものと考えている(汁羽2009)0この一

連の調査は、今回の調査地の東端にある南北道路の建設に伴う調査で、結果として「大福遺跡jの東

側を南北350mにわたって遺構の状況を明らかにすることができた。この調査では、寺JIIの氾濫原の位

置やその時期、弥生時代中期の方形周溝墓群の検出、弥生時代後期の集落を形成する講の検出、青銅

器鋳造関連遺物の発見などの大きな成果が得られ、図44に表しているように、弥生時代中期から後期

の集落の変遷をより具体的にイメージできるようになった。今同の調査にあてはめると、東側の地医

の調査成果(図43)と大きく関連してくるO 遺構や遺物の多寡をはじめとし、 1~3 ・ 5 ・ 6 トレン

チに後期の遺物が集中する成果などは、第25・26・28次の調査成果をさらに西側でも平面的に確認し

た結果となっている O

このように今回の調査は、これまでの成果と同様の結果をもたらし、よりその精度を増すことに

なった。「坪井・大福遺跡」ゃ「大福遺跡Jを考える場合、橋本氏が指摘したように、弥生時代中期

の環濠集落と弥生時代後期の集落との関係や変遷が一つの大きなテーマとなる。今回の調査対象地は、

弥生時代中期jと後期jの集落の地理的に接点のとなる場所で、そのテーマに対する答えを出せる地点と

して期待は大きい。このような重要性を鑑みると、今後この場所での広範囲で平面的な調査が必要で

あ ろう。(丹羽)
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表2 大福遺跡と坪井大福遺跡の変遷

弥生時代 札

大福遺跡

坪井・大福遺跡
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表3 大福遺跡第32次調査 調布区一覧

トレンチ名 現地表標高(m) 遺構の概要 土器片の概数
出土遺物の時期(種類)とその割合

遺構密度
弥生中期 弥生後期 庄内・布留式期 須恵器 瓦器・土師器皿

l 64.45 1晴「 弥生後期?の土坑 700 。 O 。 O 

2 64.4 不ゆl 弥生後期包含層の検出 10 ム L込 ム

3 6t3 密
藤原点期溝、庄内式期、構怖

200 
生後，羽士坑、弥生中期待?

。 。 O O ム

4 64.25 不明 布留式期以前の湿地状蛾桜つ 50 ヰミh O 。 O 

5 64.2 不明 弥生後期包含層の検問 660 ム 。 正斗 ム

6 64 密 弥生後期溝 390 ど'.. O ど斗 正込

7 63.75 不明 AIi ~;~式則?の河道か 150 。 O A 

8 63.8 不明 中世の源地状准積 50 。 込内J 

9 63.8 不明
中世和T道E弥生時代後期の河
道つ

100 正〉 O 。
10 63.5 不明 弥咋後期以後の湿地状堆積 100 ム 。 。
11 63.05 密 弥生中期のは 200 。 O f::，. 乙斗

12 63.05 省 弥生中期の土抗、ピット 120 。 ム

13 62.9 密 弥牛中期の土坑? 140 。 ム

14 62.85 密 弥生後期の遺構 140 O O 。 正己

15 62.7 干存 弥生中期の溝? 580 。 正込

16 63.25 不明 湿地状堆積か 10 正込 o ノ

17 63.4 不明 湿地状土佐積か 。
18 63.3 不明 湿地状堆積か 10 よ斗 ど1

出土量の比率 。>0>ム、 ーはなし，ほとんどなし

表4 出土遺物観察表

報告 トレン
出土位置・層位 器種・種別 f堅調 焼成

ロ縁(底部) 法量 (cm)
形態的特徴調整など

番号 チ番号 残存率 口軍 底径 器晶(残存)

1 1 精査 土師詩高耳
外面 lOYR7l2 ~こぶい黄宿、1OYRS/l 褐灰 l 良好 住状部は

(6.1) 
外聞 ミガキ(柱状部~耳部)

内面 7.iiYR7ノ1灰白-7.5i'R8/2灰白 全周 内面 ミガキか刷、&s)

2 1 15-18層か 土師器高杯
外面 10YR5/6亦

良好 1/8 (27) 外両 ヨコナデ (llEコl縁縁部部)
内面 2.5Y.l{5/6明赤褐 内而 ヨコナデ

3 1 15-18層か 土師詩型
タト面 7.5YR1/1 提B~

良好 1/7 15.8 (3.1) 3 而 ヨコナデ円口縁縁部部)
内面 7.5 Y K6/3 t..:.$I.t'褐 内而 ヨコナデ

4 15 ~ 18層か 土開器禁
外面 5YR6〆6授、 75YR3/4にぷい楕

良好 1/6 lG.6 (20) 外向 ヨヲココナナデデ(円(LI録i暑音1fZ)、)タタキ(胸部y
内面 7.5 Y R7/4 .-7/9にぷい控 内面

5 15 --1討暗か 土師器歪
外面 1OYR1!3にぷい黄褐

良好 1/4 l3.8 (3J) 外両 ヨコナデ ((HU持縁部部)) 
内部 1OYR4!3にぷい自立褐 内面 ヨコナデ

外面 10YR5!2灰黄禍
|外商ナデ、竹管浮文(口柑部入ミガ

6 1 15-18層か 土師器査 良好 1ノ5 28.4 (6.1) キ(頭部)
内面 lOY'W5にぷい草摺

内百ナデ (c[縁部)

同 2 4層 土師器鉢か
外国 SYR5/4にぷい，}r.褐

良好 1/16 22.2 (39: 外商 ナデ ((Uロ縁縁部部1) 
同師 5YRS/fi閉赤悟-lOYH.6/3にふ九、貫慣 内面ナデ

8 3 4層 須恵器年蓋
外面 K 6/0 灰

良好 (2.2) 
外前 回耐ナデ(摘み)

内面 7.SY4/3 附オりープ、 75Y6!l灰 内面ナ7

9 3 SD.Ol 土師器翠
外面1(T 2.5Y5/3 _~主褐

良好 1/3 157 (13.7) 
外内面而 ナナヂデ ([[ー緑)ケタズタ')キ?マ(メ胴ツ部で: 

内耐 2.5Y5/3責褐
小明(胸部)

タトI師 10YR7川にぷい責椅
外商ヨコナデ(口縁端部)ハケ(椀判的、

10 3 SK02 十帥{，~ 高原 良好 企周 H6 ([a) ナデ
内面 10YR7!3にぶい黄桜

内向ハク(坑部) 部サデケシ

外商 7.5YR6/6控 良~やや
件直lマメツ激しく制整不明

II 3 SK.02 上師器長往査 ほほ完治 II 10.9 内向マメツ激しく調整不明底部に
内圃 7.SYR7/4にぷい桓 不良

穿孔あり

外面 1OYR5!3にぷい黄芯 7.5YR5/4にぷ タト荷 ヨ同ヨ士ココnナミデヵ・(口柑吉引、 タタキ後ミ
3/4 カーキ

12 3 SK.()2 土師器鉢 い褐 良好
出部全周

17 11.1 
内面 キ(日報端部 ι 間部)

内同 2.5Y6々 にぷい黄
タテミガキ(1)1司音防

13 3 SK.()2 土師器壷
タト而 lOYRfil:1 :二ぷい黄概

良好 1ノ2 12.4 (52) タ1面 ミァゲキ 主頭幹部部
内田 lOY1<6/3 ~::ぷい民崎 内面ミガキ ナデ、指オサヱ

14 3 SK.02 土師器費
外I面 1OYR1!3にぷい黄桜

やや不良 ほほ完形 10.7 タト向 ヨヲココナナデデ口円弱縁端端部却j〕タタキ(胴古川
内面 1OYR3ノi黒掴 内面 ナデつ (m，，)部)

SK.[也 土師器聾
外而 lOYR6/3にぷい黄絢 良好~や 2/5 

15 (198) 
外両 ナデ¥rl縁端部)タタキ(胴;，;，)

l何回 1OYR6!3に やイ、良 (底部なし) 内百十デ(口縁靖却}ナデハケ(胸部)

外商 lOYR7/3にぷい黄慣
外商ナデ(打緑端部)ハケ(1同市上部}

16 3 SK.02 土師器至理 良好 全刷 15 (20.9) タタキ(胴部)
内面 10Y l{7ノ3 にA弘、 ~I'!荷

iAJ両ナデ(仁]縁端部:ハケ部)

17 3 12居か 土師器聾
外!函 7.5YR6/3にぷい褐

良好 1/10 19.8 (4.4) 
外商ヨコナデ(は縁) ケズ T) (岡部)

内面 7.sYRfi叫にぶい拷 内聞 ヨコナデ(口縁部)
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報告 トレン
出土世置・層住 器種・種別 色調 焼成

口縁{底部) 法量 Icm)
形態的特徴・圏整など

番号 チ番号 残存率 口径 底寵 器高(残存)

18 3 1~ 憎か t:ftIU器引か 外Iln: IOYR4il樹!火
良ljf-

底部のみ
&日 (3.3) 

外1M サデ
内而 lOYR:~/1 .lH剥 1-ぽ 内rflYナヂ指オサヱ

19 3 vヒ醐指l測り -I:f.iii器鉢か 外出 IOYTW3浅誼股 :::.5Y5/1員j火
良"

底部のみ
3.5 1341 

件前i タタキ
内l而 IOYln'4にぷい前崎 2.5'15/1 ~町民 全阿 r}'Jlm ハケ

20 3 北畑l折tu句 H.li器豊か
タト1"1:5YR5d Iこぶし、功τ尚

良好
服部のみ

7.6 (4且)
外l耐ナデ指オサエ l:n痕

「何耐 5YRS/8明事柑 全開 内泊lナヂ

21 3 北明断割り
木製品用品不 (残イ子KI (政右中国) l伐{r叩み)
i円 10.8 1.6 0.6 

22 t 断割1) 上向l器蛍
タい附 7.5YI{6/6キ{t:

良肝
底部if

9.6 (5.51 
外面 LHによるナデか

ド~f町 2.51'7/3 i主拭 1:ヨ 山而 ナテー

23 5 7-8国 土削器査
外聞 7.5YR6/'1 にぶい~~'，棺

良好 1/3 7討 (6) 外両ナデ1.11抹端部1 I刷部)
内而 7.5Y}{6/4にぷい首腔 内而ナデ

21 。 7 --8層 土師器鉢
外而!iYR6/6控 N3!暗快

良肝 2/3 l!i.H i8.:l) 
件前1ナデ(全体)

l勺面 5YR6i6結 、~4/ J.k 内而ナデ(全体)

外i阿 5YR6i6位、 7.5YN.3/4にふ:し温桂
外向 ヨコナデ UJ梓)、タタキのちナ

25 5 7 .-品肘 土師器鉢 良好 1/5 1625 4.2 12.85 デか(桝部j
内両 7.sYH.7/4 --7/6にぷい控

いlU五 府i成のため不明

26 5 日層 イ師器王E
外Jln: 5YR5!6明亦褐

良lfI 1/4 11.4 (4.8) 
外国ハケつのちナデ

内而 5YR:i/!l明晴、他i 内山i ナヂ

外面ヨコナデ 11.1掠端部)ハケ(綱元(1)

27 5 7-8屑 土帥日時 K%'t査
外価 l0nル3にふ:ぃ黄信 N3.ノ附M

品好 は{ま2μ肝主 9.-1 16.5 
ナデ(制部~成品:) 級別あり

内面 10YR6i3にぷい苗檀 内Illi ヨコナテ υJ韓端部)ハケ Cg;P，
部~~，部1 ナデ[J高司i)

28 5 7-8層 土師器高坪 外面 75YR66ノ/44ににぷい般 良好 1/5強 円 15.81 
外面 ミガキ

内i向i.5YR l何向 ミガキ

外面 IOYR6/3にぷい自主撞 N:VU音灰 口f子1/2
外画ヨコナデ ミガキ脚部4}，向

29 5 7-8層 土師器高原
山由 10YR6なにぷい責桔 K3/暗灰

良好
底筏 iノ3

19.1 13.4 (14i 透L孔
内而ミガキナデ

30 5 7~8 層 土師待高H、 外而 lOYR5ノ44ににぷぷいい黄自主借樗 良好 1/20 :M 02.9;' 
外向 ?ーァ(日緑端部) ミガキ(I1Il部)

内面 lOYR51 内而 ミガキ

31 3 7，-8層 土師器高原
外而 7.5YR7ノ4にぷい控

良好 3/4 2S.6 (:'.9) 外而 ミガキ
内面 7五YR7/3:二ぷい檀 ト人j面 ミガキ

タト向 10YR5/3 
タ1ト両 ハケのちナデ 111縁部) タタキ

32 5 7，-8層 土師器謹
内面 IOYR5ノ3

良好 2/5 14 14 (胴部) スス付着

両面ハケ

外面 ヨコナデ(口縁部J、タタキ、ハ
3:> 5 7~' 8層 +師器聾

外面 5YR6/5:fif， 7.5YR5/1 にぷ"褐
良好 1/2 15.7 192) ケ{胴部)

内面 2.5YR5/fj明亦禍
内面 ヨコナデ(11縁部〉

34 5 7 _. 8層 土師詩査
タト而 75YR7ノ3にぶい撞

良対 5/日 19.8 16.31 
タ半面 刻l目(口雄)、タテミガキ

内面 7.5YR7/3にぷい哲也 3YR6/4ιぶい瞳 内面 ヨコミガキ(1寸縁部)

1う 6 附割り (4層か) 須車、馬車
外商 N3〆陥灰

良好 1/5 21.4 (4.5) 
外面回転ナデ

内llii:N4/lk 内面回転ナデ

36 6 7層 一日m揖斐
外面 IOY丘5/2灰黄褐

良好 1/羽 13 13.4) 外商 ヨヨココナナデデ(口(刊融誌部部)、jタタキ(胴部)
内面 lOYR417にぷい賀補 内面

(胴部最大 外面 づデ(下町方はほとんど剥離J
タト百聞か黒

37 7層 土師器空か
戸]面 lOYR7/2にぷい黄樟 lOY且4/2灰黄褐 且好 径) 17.7) スス十j着

10.4 内而ナデ

上加器台十J~ 外国 lOYR6/1祖灰 4/5 
外面 タタキ(胴部) ナデ(脚部)

38 6 7層 カミ 内由 10YR7/2にぶい員櫨
艮好
U1f部) 6.8 16.0 スス付着

内向1 ナデ(脚部内面)

6 7屑 土師器型
外面 10YR6:ノ3にぷい黄極

良好 1/5 ~品tt (6.5! 
外面指オサヱ及びナデ

:l9 
l何I向1:IOYR6/1桓版 16 

!人]向指オ吋エ及びナデ

外市 7.5YR5/3にぷい褐
外面ナデ(口緑) タタキ(胴部)

判 6 7屑 土問器 ~ 良好 全周 13.4 (15.5) スス付着
内面 lOYR4i2快貰褐

内面ヲデ (U~墨) ハケ (B同部}

41 6 7層 土師器室 外向 10YR6J33ににぶぶいい民黄尚樫 良好 1/4 13.2 (9) 
外岡ハケ

内而 lOYl<6/ 内面ヲデ

外而 lOYR6/3にぶい革尚 7.5YR6/.1にぷ

，12 6 7層 十師器萱
い控

良好
底部は

1.8 (14) 外面 ミガキ
内面 lOYRfj/:1によ;ぃ黄褐 7.5YR6/4にぷ 全周 内面ハケ

い麿

43 6 7層 一上師器 査
タ1面 2，5Y6/1買収

品好 良部は全閣 5.2 (21.81 
外面 ミガキか調整不明

内而日5Y5/1ifi灰 内面ハケ

44 I 7層か 上師器壷
外商 lOYR!i/ 1褐灰

品好 2/3 よ〉 (11) 
タト面 ハケ(ナデ)のちミガキ

内面 1uYR 6/ 2灰黄褐 内面ハケもしくはナデ

外部国上部ハJケ (頭_..>.-部)ハケのちミガキ [体工l 

45 7 'C暗:5層 l而) 土師器膏
外面 7.5YR6/4 5YR6/1に

良好
3/4 

17且 13ι5) 
内向 7.5YR6.〆1 GY民6/4にぶい樟 内両ハグ t頚部) ナデ(胴部)

具痕

岨 7 9層か
木製品用達不 (残If:長) 〔臨fI 厚さ
明 9.1 3.4 (2，9) 

47! 8 精査 瓦器域
外出 N7/灰白 νl肝灰

良好 1/4 (3.11 
外而 11古文指ナデ

内而 N民J灰白 7/ ，r疋u 内面

48 自 重機桐削 土師器ふl韮
タト問 7.5YR7/1にぶい持

良好 1/12 2C (5) 
外而ナデ

内而 7.5i1<.7ノ4にぷい撞 l付1m:.tデ指す吟L

! 49 8 断~~tJ り
木製品用途不 (残({長) (残存幅J (固さ)
明 21 1.9 o.x 

別 8 7層
木製品 m途不 (残存長) (申請) (厚さ}

明 111.9 5.2 0.2 

51 9 重機瓶;]IJ 土師器川 外而 5YR544ににぷぷいい赤持、褐褐 良軒 1/3 9 0.2) 
外面 ヲコナデ(1-1禄) 指オサエ

内而 5YH.5/ ト人J由 ナデ

52 '"機掘削 土師器 M 外而 7105YYRR77/A4ににぷぷいい貰経ぼ 良好 3/1 ↓o 12.3) 
外面ヨコナデ指オサエ

内面 内問 ナデ

53 9 軍情掘削 上帥器皿 夕日町 75YH66444に，-ふA;Jしい叶イぽ• .¥1. 良好 7;討 10 (2.2) 
外岡 ヨコナデ指オサユL

内市j:7.5YR 内面l ヨコナヂナデ

54 9 椛同制問j 正器椀
外而 N5/ 4/匝

良肘 1/:1強 10 (4.2) 
外面ナデ指巧サL

内出 N4/ '1<. 2.5GY8/1灰白 内而時文

5月 9 断割り 土帥器壷
タトTITI:5YH.4/4にぷいお褐

f毛会f (5.1) 
外面櫛J荷主 ミガキ

内l市 7.5YR4/1指灰 内面ナヂ

5“ 10:自国 →自両得 F宇治、 外岡 IOYR5/3にぷい黄掲
良好 1/l4 22 14.91 

外四ナデ櫛描丈

同"'百 lOYR5官民賀両 内面1マメツ ミガキ?

57 イ耐l臨喜善
外面 5YRιノ4に

I込町
底部は

5.8 13.8) 
タト附 ナデ

l弓!日 5YR5/4 にミ品、春樹~ lOYR5/2 l:k黄禍 全l司 内面麿滅ナデ
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報告 卜レン
出土位置・層位 器種・種別 色調 焼嘩

ロ縁(底部) 法量 (co)
形態的特徴調整など

番号 チ番号 残存率 口径 底径 器高(残存)

5i:l 11 7 -~ \~ 
I'.nlli (，~ Jjc <1~1~ タト間 2.5Y6/3 (こぶL、抗

正:uf 1/)2 8 (4.5) 外ifti:7デ r'l輔l主
!日十 内刷 j() Y~6ノ2I火抗出 内111 ナデ

59 1¥ 3肘 +刷協畳
タト問 2.5YH5it) r~j ，~、制

上w 1/2出j 10 (35J 
外直r:J作同 71)点主

内刷 IOYIU'lにふれ、比千ず l付陥1:1作i成

60 11 31M I'I'I~ 1.，1 向上f
外l削 75YR7:3にふ川、開

l'!H 
1:3強

10 I.R，7) 
外ulf 栴減

内Ilti: lOYR7/3にかい首府 (眠部作) 内向ナテ

61 11 7 -8肘 1'， nl~ 1.~鉢
外illi:lIlYR6::1'CぶいJ.~l慨 5ノI制民

良~j 1/12 18 (5.2¥ 
外山ナデ (LJ掠』抽出) 波状I 櫛描丈

内Illi: lO1'R6.:3にふ礼、l耳障 内向ナデハケ

“2 11 7 -巳 8肘 l:Mii世誕
外1(11: lOYRti/l制収

よ込灯 }/6 14 (!I) タト~lÍ ナデ (11樟) ハケ
内I(ri: JOYR7/2 tこぶし、tW-I在 内耐ナデ折オ仲エ?

fi3 1¥ 7-8附 1:1師時晶
外出 10YR5:2凪ι悩

.fuXf 1/211 18 l7.X) 
外出iハケの後ナデ?

内I削lOYR5:1相J*. 内而ナデ

64 11 7 -8~1 上倒語聾か
外山 lOYR5/2民員悩

上1I1 4/1 8 14，5¥ 
外而 ミガキ

ir付則 10YR7i3にぶい民間 内HfI吃!減

65 12 !附司り 上削l搭載
外出 2，5YR5ノ6111赤尚

i主食F 1110 13 い12) 外i品i 磨}封滅滅
内同 2，5YR5:6 '11イ倒 内市l

外面 75YR6/3にぷ"陥
外面 ナデ(口縁端部l 櫛描主 2つ

fjfi 12 3刷 土「司j6~ 無到蛍
内1M: 7，5YR6/3にふくい栴

良好 1 /(j ~Hi 13 (45) 孔あり
内山ナデ

67 12 断訓句 u IH途不明
外1M:N3/;府胤 (残存長) {残訂版) (残存序)

内1m:N3!哨ぽ 8.2 :l.:l Ll 

{以 12 断割。 ζ1- 1-1出丁 外l百 7，51'612灰オリープ げ長fr長) (7¥存幅) (f¥i1守厚)
向端2かし欠ける

内Illi: lOY6/1 r1i 1'1.7 4.2 0，7 

!l9 J:l 3崩 U，li1.佐官 うが l面 IOYR8.'4浅品抱 7J5YR77J/44ににふぷ;いぃ時{宜
内而 lOYR8/1 i:!日~\\:-IIf 7.5YH. 

且世I 118 20，6 (4“) タト副 麿磨滅;，長
内向

70 13 4か5層 I:ffiD 1~ 型か
タキl凶 2.5YR5/6刷赤褐

良好 1/10 ~~ 8 (9.fi) 
件闘 ミガキか

内IIII: 2.5YR5/6 I町亦尚、7.5Yl¥7/4にぷい般 内而磨減

71 14 問割り 土師器 ?品川、 外泊175YR6/44ににぷぷいい位符
内同 7，5YR5 良好 115弱 13 (41) 外i出Ei ナデ(日韓部) ノ、ヶ

内 ナデ

72 14 9同 土師器蛍
外市I:7.5YR4ノ1褐灰

且長f 9/10 15 (5.8) 外商llIrナヂ
内町 lOYR5官民置梢 R ラデ

73 14 断出り 土師器盟
タネ"1:lOYR5:也ぽ首相 7.5YR5/1棺灰

み好 3/4 13 (5，1) タト面面 ヨコナデ(口緑)、 タタキ(胴mlJ
内而 lOYR6!2灰世相、 3/1，tH均 内 ヨコナデ(口場入ナデ 1刷高n

74 14 9層 土師時琵
外出 7.5YR4/21j(褐

良好 1/9 16 (る五l タキ面 ナァ(口緑) タタキ(JI~古川
内面 2，5Y6/2灰並 2，5Y3/1黒褐 内面 7デ

75 14 出r割') 土師詩型
外民J: 5YR7/6轡

且叫 lii 22.2 (3.5; タ}溜 ナデ t口縁部) ハケ刊阿部)
内面 5YR7/6樟 内面ナデ

76 15 接面精査 土附器鉢
外而 7.:.iY問 14にぷい桔

良女f 1110 40.6 (7.2) 件直披，*丈晶状I 刻み目脂了丈
内面 7，5YR6ノ4にぷい位 内面ナデハケ

外面 7，5YR5!:Jにぷい褐
外百ナデ刻み目ハケハケ0)ち

77 15 8層 土師器鉢
内面 7.5YR6/3 にぷい褐~ 7.5YR5/1樹比

品事f 1/12 41.2 15.8) 波状主
内同ハウのちナデ

τ日 15 8層 土師梧鉢
外I~I : 7.5YR6/3にぷい褐 7/2llfJ悟灰

良好 1/10 25.6 (f;.8) 外国 ナデの(口ち樟ヨ府コ部ミj芳廉キ ぷ 櫛描士
内而 7.5YR6/3にぶい褐 7/2明同灰 内而ナデ

土臨器鉢脚部
タtl1ii:lOYR4/j褐灰 (脚内部).5Y6/4にぷ

庫川 i 外面 ミガキ
79 15 7九 8層 い黄 艮担I 乱8 (8.4) 

か
内面 lOYR5ノ3にぷい貰渇 全百 内問ナデフ

制) 7九 8同 士肺結聾
外面 5YR6/4陸且Yl<4/1褐

良好 1/5 27.'1 (6) 
外而.iJみ目ハケ

内lUt: 2.oYR6/6棒 10YR;j/l褐灰 l付由ハケ

お1 15 7~8 肘 上師" 葺
外面 7.5YR4/2灰褐-7，5YR6，ノ4にぷい撞

艮灯 1/4 (6) 
i外面刻み目ハケ

ド句向 7.5YR6:斗にぶい置 |内由ハケ ILl縁部)

お2 15 7層 土師器提
外面 7，5YR6/4にぷい樟

上込町 1/羽 37 15.9) 
外面ナデ(口柑端部)刻み目 ハケ

内向 7，5YR6/4にぷい控 [A11向]ノ、ケ

8:ョ 15 8層 土師器禁
外面 lOYR2/1 ~.I，I. 

良好 1/4 22.6 (7，7) 外i!IT:77 
内向 2五Y6/2灰黄 内向 ナデ (11繰部) ハケ日司部)

84 15 8回 土師器発
外出 7.5YR5ノ2灰楢

品現T 底部は
7，6 (68) 

タta すデ
内而 lOYR6/3 i こぶい喝 全周 内向ハク

拡5 15 8回 土削器量
外国 2.5Y5/2暗灰量

良好 1/8 35，4 17，5) 
外国ナデ l口時)ハケ

内而 10YR5/21久貴褐 内向ナデ

86 15 援問精査 土師梧 'JI'. 
外四 10YR7，古にぷい黄控

品好 1/12 35，6 (9，~) 
外面 、ド行;iCI口縁部)

内而 lOYR7/3にぶい苛梓 内面ハケ

87 15 7-8層 土師器岩
外商 lOYR6/3にぷい黄笹

良好 1/5 9 14，1) 
外国ナデ(口掠端部) 波状文櫛描文

内而 7.5YR713にぷい符 内南ナデ

88 15 7層 土耳器中
外面 lOYR f.il 4にぷい茸向

且好 1/6 13.6 (63) 外面両 ナデ(口輯部) 波jK文舵J前文
内両 10YR 7 〆 4 にふ~~'1ft褐 内 ナデ(打録部)

89 15 7-8層 土師器量
外面 7.5YR6/2 '*掲

良好 1/5 14 (7.2) 
う外国波状主櫛J古文

内而 7.5YR6/2灰褐 内而 ヨコナデ t口場)

90 15 7層 土師器蛍
外面 )OYR7/3にぷい茸庖

良好
(剖岡部)

(リ日)
タ1面ナデ櫛鼎立波:jR文

内面・ 10YR7/41こぶい責符 16.0 内而ナデ

91 15 7-日層 土師器者
タト面 lIlYR5/4にぷい黄慌

具立子 1/14 30.2 、η7.1、， 外商ナデ(口樟1 刻み目
内面 lOYR7/4にぶい品喰 内百ナデ

日2 15 お層 土師器膏
外国 75YR7/4にぷい授 7.5Yl{6/1褐灰

良立千 I々 41.2 ((;.7) 外商 ミガキ 9のち斜格子文
内面 7.5YR6/4にぷ"符 内而 ミガキ、ハケも Lくはナデ

93 15 粕査 土師器鉢 外面 75EY'RR77/r44ιにぷぷいい時位 10YR4/1栴灰 良好 1/8 41J :11.6) 
外面ナデ刻み目櫛柿文

円部 7.5 内而すデ

91 15 墜面特脊 土師器商坪
外商1::iYR(j/fi持-lOYR4!2灰 (j'd褐

良好 膨全頚11lよ (12.5) 外面面 ミガキ
内閣 (皿部分)10YR5/2灰占有褐 阿 7デ

95 15 6屑 一u開晶広11，歪
外商 7.5Y出ν4にふ;ぃ樟

良好 1110 引) (3，]) 
外面ナヂ法1足立刻み目 ミガキ

件]凶 75YR6!4にぷL、控 内面ナデ

96 15 申面精査 よ師器細顕査
外面 7五YH6/3 にふ-~l，ミ梢ーlOYR5/1褐灰

良好
118 

1!31i 
外面 ハケのちヨコミガキのち在II品紋

I川町 10YR6ノ4にぷい貨褐-lOYR6/1褐灰 f頭部) 内国 ミガキ

97 15 6回 土師器聾
外面 7.5YR7/6惜

良好 1/8 11.8 (48) 外而 ナデ(口柑端部) ハケ
内向 5YR7/6燈 ト人j面 ナデ (U緑すげ阿部) ハケ

98 15 壁由精査 石砥石
{伐存長) (残イf隔) 1残存1亨)

』事り挺あり
6 日5 48 

99 15 7回か 石砥石
(残存長) (妓存中 i1残存!宇j 側面」朱付着?匝lもι干朱付着擦
1.3 4 0，6 り痕あ句

100 15 7-8層 本型品高年 (~B) 

101 16 3層 土師器皿
外面 1O Y)(6/3 にふ:~，黄桜

良好 l/，lli リ (1.05) 
外而ヨコナデザデ

内面 lOYR6!3 ，こぶい黄位 内l&i ナデ
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第2節安倍寺跡第22次発掘調査報告

l.はじめに

安倍寺跡第22次調査は、安倍木材団地1丁目 5-7でおこなった、個人住宅建設に伴う発掘調査で

ある。調査地は安倍寺跡1)の北東隅に位置しており、安倍文殊院の南西、安倍史跡公園の北東に立地

する。

周辺の調査では、今凶の調査地のおよそ50m北で、おこなわれた安倍寺遺跡第12次調査において、古

代の官道である阿倍山田道の道路側溝と考えられる古代の石組の溝が検出されており、第12次調査か

らおよそ25m南に位置する第14次調査でも、第12次調査で、検出された溝の延長の日J能性のある溝が検

出されている。今回の調査地は、安倍寺遺跡第12・14次調査の南に隣接していることから、阿倍山田

道の道路側溝の延長を確認することが期待された。また、安倍寺の北限もしくは東限付近にあること

から、安倍寺の寺域を考えるうえで重要な場所である。

調査は平成27年9月18日から10月171:::1におこなった。調査面積は約72ぱである。

2.調査の方法と基本層序

申請地の中央東寄りにl卒J北2.5mX東西10mのトレンチを設定した。その後、 トレンチの北側に南北

6mx東西8m、東側に南北2.5mx東西約3mの拡張をおこなった。基本層序は上から現代耕作士、

旧耕作土・床士、遺構ベース層と続いている O 現代耕作土から旧耕作土とその床士(図47-1 ~17) 

までをパックホーでJ開削し、それ以降を人力に切り替え掘削をおこなった。

図45 調査区周辺地図(S=1I4，000)
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南睦断面

止吉忌5Z宇ミE54三正三言二;一二
ヂー=ーぞ主￥竺三F古主主竺ι雪きず

1. 2. bY 4/3 オソープ褐色噸細W

2. 2.5i 6/3 にぷい黄色細砂

3. 2.5Y 5/2 暗灰黄色制効 u担砂加g少量沈着)

L
L
 

作耕
hh

山、現

「
I
l
l
1
1
1
l
l
l
J

苅lOYR3/4 暗褐色細ji) (炭少量Ü~ じる)

26. 2.5Y 5/4 黄禍在細柑 (Mg少且世着)

27， 2.5Y 5/2時灰黄色粒耐
[SD 112哩上]

19. IUYli 1/3 にJ品、黄禍何 柿砂~柑細f少

50. 10Y1¥ J川崎褐色相砂、体制砕 (Q1...... 2 n凹山際i見じるJ

51. lOYR 4/6 尚色 シルト質細砂川 1...... '2酬の日:混じる)

4. lOYR 6/3 iこぶい黄柑邑 シル卜質細砂 [素掘η海坦土1

5. 1肝R5/6 黄何色 粗砂 I1ヨ耕作土1

出 2.iiY 4/2 時灰黄色 シノ〆ト買細砂 52. 10YR 4/4 雨色様相砂

29. IOYR 4/4 褐色粗砂~l[ lily 53. lOYR 4/6 喝事 シルト官加砂

30. 10YR 3/4-暗何色細砂(ゆ♀ --J[[回目際混じる} 寸 月4. IOYR 4/3 にぷい黄褐色 γルl--iS.細昨 (ψ2-3羽田明書混じる)

31. 2.5Y 4ノ4 庁リーブ禍色細砂~極細砂 | 日 IOYR Sノ3 にぶい品視色相砂~札砂

32. 2，5Y .1/1 オリーブ褐色 細砂質シノレ }.I，ψ5mm--1 cmC''"j擦と炭1Mじる) I ISD-l06埋土 56. lOYR 4/4 褐色 シルト質制ゆ (o'2......411咽即時比じる)

目 2.5Y5/4 よ褐色相砂 57. lOYR ，1/2 民黄禍(-t， 酬柑~幅削船

，14. 2. 5Y 4/3 オリ ブ褐色 シノレ l、質細砂 5tL IOYR ，1/3 にぷい黄慢 (f~ 細作(10YI{fi/R明佐色のφ[(:)刊のブロック混じる)

35. 2. 5Y 4/3 オリープ褐色細砂(の 3'~ 5仙の醸混じる 59. 10日 3/2 黒褐色 シル l質細砂(IOYR6/8明位色白 φSmrn.... I叩の棋混じる)

30. lOYR 4/3 ゃこぶし、黄禍向 祖砂川3......4剛 Hの醍止院院じる 60. 2. 5Y 4/3 オリープ陪色 m砂
37. 10YR 5/6 黄渇包細砂(拳大山際混三る 61. 2.5Y 4/4 オリープ柑色 シル卜質制砂

38. IOYR 4/2灰黄禍色粗砂 62. 2.5Y 4/1 黄灰色 シル卜同様相砂

6. 2.5Y 5/3 黄褐色相砂~極細砂

ω匂
ー
ー

7. 2.5Y 5/2 暗灰黄色 相貯~祖酢 (MgJ;'?iを沈着〕

R. JOYR S/6 þ~褐色細砂

10日 5/4 にぶい読唱色制砂~杭砂

10. ~OYR 5/6 貰袴fh 矧昨

11. lO ~R 5/1 にぶい黄褐内相砂~相ゆ(<t2 -.... 4 rn岡山穣混じる)

12. 2. eY 5/3 黄棺色 相砂へ粗砂 1M，少量沈着)

13. lOYR 5/3 にぶlハ黄褐色粗恥「拳大0)際と瓦混じる)

14. 10YR 4/3 にぷい黄尚色 細酢 (φ3m皿提出際混じる)

15. 2. 5Y 3/6 黄褐色細砂 (φ(¥cm程的機混じる)

L6. 2.5Y 4/4 オリープ裾色細砂

l7. 2. SY 4/日オリ プ夜色胴砂~祖砂

j内 1D¥'R 4/2 版唱色制砂 Cl1g少量着)

19， 10γR 4/自褐色組砂~和砂(拳大の磁品じ色)

20. 2日日/4 オリ←プ褐色 シノレ}質細砂

39. J OYR ~!4 ~音褐色紙砂~粗ゆ t肢少量混じる)

40. 10YR 3/3 官同色紺砂(炭少景混じる)

41. lOV[{ 1/-1 褐色 シノレ p世細砂(民、焼土混じる)

63. 2.5Y 4/4 オリーブ褐色 シルト自候細砂「炭少最出じる)

42. 2.5Y 1/11 オリ ブ間色粗砂

日4. 2.5Y 4/4 オトブ褐色抑砂~細砂

師免 "y4/2 暗L人ι色 γル卜官権剖l砂
56. 2..5Y 3/3 nr1"オリープ褐色 、/ルト官雑砂

5't. 2.5Y 5/2 附灰賞作 シル卜賃制帥 (φ2-... 3 mmの開民じる1

68. 2.SY '1/1 オりープ唱色粗砂

u9. 10YR 4/4 惜色細砂~粗砂

70. 10YR 5/2 灰黄褐色相砂~極細砧

71. lOYR 4/3 にみ丸、黄尚色幡細珊

72. 2.5Y 5/3 黄褐色 シノレト質相砂

22. 2.5Y 5/2 附灰1101': 細Eノ (ψ2.......4 ffirn~'つ礁と土昔誌が多く厄 I る)

4.~. 10Y~ 4/3 にぶい能褐色担砂(民少般混じる)

44. lOYR 4/8 褐色刷砂

15. lOYR 4/，1:抱，1百 細砂{炭少量混じる)

16. 2. SY 5品黄褐色細砂(此少量混じる)

47. 10YR 4/4 褐色 シノレト賞制砂 (φ2-... ~ JJlffiの輔副じる)

48. IOYR 1)/4 にぶρ黄禍色 ンルト質州砂(拳大の際混じる)

21. 2. 5Y 1/2 弔灰貫主細砂~相砂

23. 2.5Y -1/3 オリープ褐色細砂

24. lOYR 5/1 出灰色細砂 ~1nノ
ムト曙口トS

 

「
1
1
1
1
1
1
」

73. 2.5Y 4/4 オリ プ褐色抑砂~極細砂(10YI{Oノ8明比褐色ク〉ブロックiliじる)

拡張区東壁断面
日'

74. 2.5Y :i/4 ~~惜色 ンルト質概細砂

75. lOYR 4/4 褐色幅削砂

76. 2日 4/6 オリ←プ樫色制砂

77. 10叩 '1/3 ，こぶし、前悟F 酬柑

78. 10¥H -1/3 にふ品、黄悟F. 嗣柑

79. 2.5Y 3/2 鼎儲色 シル l置細耐

80. 2. 5Y 4/6 オリーブ褐色拘細砂

81. 10日 3/3 晴褐色師時

日行 oc 

10 

;]同壁断面 L 2ζ 同じ

3. lOYR 3刈にぷぃ貰褐巴細砂

4. lOYR 5/6 黄褐色極細砂

5. 10YR 4/4 尚色極細砂(民がi.l-tじる)

府 IO¥"R4/2 r*-:J.t褐邑制確
9. luYR 5/2 喝色制砂川 5mrn-" 1叩の操舵じる) 寸

、 IsP幻6埋土1
10. lOYR ，1/3 にぶい黄褐色 栢細砂 (φ2"~ 31川町磯混じる)ー

11. lO¥，[{ 3/'1 附褐色 νル l置細伸 12. IOi'R 4/4 唱色相砂~馳締砂 [SP--227埋土1

13. 10YIl :.1/3 ~音褐色粗砂 (SP-240埋土1
G. lOYR 5/2 灰黄ト白色 細砂 (7.5YRS/l:l明褐色町プロック多量に混じ石)

O 
ト一一一一 』

3m 
7. 10YR 4/.'3 iこぶし、黄何色細砂~祖砂

図47 調奇区断面岡 (S=1/60)



3.検出遺構

調査区中央付近で大型の柱穴を3基検出したため、北側へ調査区を拡張し調査をおこなった。また、当

初の調査区内には阿倍山田道の道路側溝と思われる遺構が検出されなかったため、さらに東側へ調査

区の拡張をおこなった。主な検出遺構は、柱穴や古代の溝、石列であるC

柱穴群 (SP-103、 204、 213~218) トレンチの中央から東寄りに、柱穴を 8基検出した。規模は

いずれも 1辺1.0mから1.5m程で、形状は方形で、ある o SP-214に関しては、 SP-236によって撹乱を受

けており正確な形状は不明であるが、これらが1つの施設を形成する柱穴群であると考えられること

から、もとは方形であったと判断する O 芯々聞の距離は東西が約1.4m、市北が約1.7mで、柱の規模は

直径約35cmで、ある O これら 8某の柱穴は、芯々聞の距離が一定であり柱の規模も同じことから、 3間

以上x1間の同一建物であると考えられる。

柱穴群の内、 SP-103は、柱穴検出面の上層で柱の抜き取りと考えられる痕跡を検出している。 SP

-204は柱穴の掘り方と柱痕跡の検出面が層位的に異っていた。上層では柱痕跡のみを検出したため、遺

構ベース面を古代の面まで下げ、 SP-204に対応する柱の掘り方を確認するまでは、 SP-103と一連の

柱穴であると考えることは困難であったc柱痕跡、と柱の掘り方の聞の層は、柱を建てた後の整地土か、

建物廃絶以後しばらく柱のみが存イヂーしていた可能性が考えられる。

SP-103とSP-216の柱跡からは多量の平瓦と丸瓦が出土しており、柱の抜き取り後にI早められたも

のと考えられる。 SP-103に関しては、柱痕跡の下層からも瓦が多量に出土している。上層の抜き取

り後に入れられたと考えられる瓦と、下層で出土した瓦の聞には瓦が出土しない層が確認できること

から、下層の瓦は柱を建てる際に埋められた吋ー能性があるが、他の柱穴ではこのような出土状況が確

認できていないため断定はできない。出士遺物は瓦の他に、須恵器の坪身などが出土している。

その他の柱穴 (SP-202、220、229、230、236、244) 柱穴群の周辺からは複数の柱穴を検出して

いる o SP-20ω2~は土柱穴群から束へ約2.7m離れた位置で

よそ1.5mと柱穴群と同規模でで、あり、柱穴の埋ナ士苧も先述した8基の柱穴群と酷似していることカか冶ら、同

ーの建物である可能性も考えられる O しかし、検出位置がSP-204よりも20cmほど北に位置しており、

主軸が他の柱穴とずれてしまうことから断定はできない。この柱穴はSD-I06に重複している O

SP-220はトレンチの北端で検出した柱穴である。半分は調査|丘外のため正確な形はわかっていな

いが、おそらく隅丸方形の柱穴と思われる。規模は l辺およそ12mで、柱の規模は20cmほどであるC 須

恵器の杯身などが出土している O

SP-229、230、244は、これらの柱穴に柱穴群が重複する形で検出した柱穴である O 柱穴群によっ

て撹乱を受けており正確な形状や規模は不明であるが、おそらく長辺が60cm前後の方形の柱穴で、あっ

たと考えられる O 須恵器の杯身や土師器の境が出土している O

SP -236はSP-214に重複する形で検出された柱穴である O 規模は I辺52cm、深さ43cmの隅丸方形の

柱穴であるC 柱の痕跡は確認できていない。出土遺物は須恵器のI不蓋が出土している。

溝 (SD-106、112) トレンチ束拡張区で南北方向に延びる溝SD-I06とSD-112を検出した。それ

-40-



SP-1U3 SP-204 SP-202 

~ー a 
」ιJ2Q凶 8o.001II 

b 

1. 10日 4/:") にふい且褐色相砂(瓦多く吉む1

12. lOYR 4/3 ~:ぷJ、黄出色 シノレト租細柑 (φ2~3 旧Hの際混じる)

1. IOYR 5/2 灰黄梶l' 粘質ンノレ卜 (φlmmの礎混じる)

2. IOYR 3/2 黒褐色 シノレ 1，'民極細写生

3. lOYR .'1/:1 にぶい黄褐色相砂 (10YR4/2提l色町プロック吉む)

4. lOYfI 'U3 ~=.$い黄棺色相砂~粗砂

::i.l0刊 6/，1 にぷい黄禍色 粗砂混じのシノレ↑宮細砂

s. 10'1'1¥::'川町褐色シルト賞制砂

7. lOYR 5/4 にぷい黄喝色 tij~*IU fr'Þ 

8. 10YR 4/2 i丈黄尚色極細砂

9. 10YR 4/3 にぶい1'4褐色 ンノレ l質細砂〔φ2---J m回目噛損じる)

10. 10YR 5/'1 にぷν、前褐色 シノペ、質叩砂

11. [3P-205 (J)埋土1(SP-205の 5とlロIじ)

1. 10YR 5/11 こぶし、黄褐色細砂(拳太田腔混じる)

2. lOYR 5/2 灰員提色 シルト貰細砂

3. 10VR n/l 栴J疋色粗砂

4. lOYR 3/3 陪褐色 1亜細砂

5. lOYR 1/3 !こぶい黄尚色到l砂

6. lOYH j/4 陪褐色 シルト官極削恥

7.10日 5;6 黄嗣色*~砂

8. 10YR 4/2 灰黄褐色極細砂

Y. 10YR 5/2 灰黄褐色粗li'i

10. 10叩 5/-1 にぶし、黄褐色 シルト質細砂

11. lOYR 1/o 褐色仲細仲

12. IOYR 5/1 栴灰E 粗砂

13 lOYR 4/2 脱品褐色 シノレト員極細暗

H. lOYR 5/4 にぷい黄褐色 ンノレト質細柑

15. 10YR 6/2 医長雨色恒制l砂

16. 10YR 4/4 褐色約砂 (φ2--... '110111の確保じる)

17. 10Yl¥ ::1/4 暗褐色抑砂

18. 10YR 4-/3にぷい草喝色料砂

2. 10YR 4/4 袴色シル p官細砂

::1. 10'1'1{ '1/1 梧灰色 νノレト直極細砂{瓦多く古む)

4. IOYR 4ノ6 褐色 シノレト員紘~粗砂

5. lOYR 4/6 喝色仲細曜

6. 10YR :j/'l 灰黄褐色細砂 (rtl......2酬の様品じる)

7. 10¥'R 5/6 黄褐色 ンノレト質伸縮砂

8. 10¥'R 4/3 ~こぶし、黄褐色出1J1(J;c~枠維事

9. lOYR 5/2 灰黄褐色 シルト質細砂 ('1.::iYR 6/6持色のブロック含む〉

10. lDYR 4/4提l色相砂~体紺砂

11. 10YR 4ノヌ版員提色相砂

13. lOyJ~ <1/日 にぷい黄同色料岬，-粗時

14. 10'1'1¥ 1/1 樹三極細砂

且Q....Q畠Lー SP-218 SP-213 
d 

九

F
H
i
|

[SP-218土晴]

L I()YR 5/1 灰貰褐0. ，t;(i細酢質γルト

2. {.. 5Y 4/6 オリ プ裾fo. 祖砂

[.SP-21::l七屑]

1. lOYR 5ノl 梧灰色粗砂品じり粘買ンルト SP-217 SP-211 

2. IOYR 4/6 褐色極知砂 OOYl¥5/1褐灰色のブロック混じる)
BJi旦E旦一一 十

5. lOYR 4/4 褐色粗砂 G. 10i:R ::¥/2 出褐色細砂 (10YR5/8黄雨色町ψ1-2仙のプロック混じる)

6.10刊 3/3 n音褐色 シルト質極相砂

7. [SP-230 1'1'土1(SP-230の Eと同じ)

8. [SP-2oO (里土1(SP-230の4と同じ)

9. [~P-2Y9 J-旦工] (SP-299 0) 2と同じ)

~. 10刊 4/6 褐色柘砂八組砂 3. lUY!{ 4/4 褐色相砂

1. 10日 4/6 褐色 νノレト唖刺砂(ゆ 2--;) mu:の曙混ビる 4. lOYII. 4ノ3 Iこぶい黄禍色 相締l付;(I(JYR 5品自立禍包のプロックMじる)

6. lUYf{ 4品褐色シルト質極締砂(炭混じる)

7. 10山 4/4 喝包 シノレト官制砂

8. 10'1'民 5/4 iこぶい黄禍色制砂~担砂

[SP-217土惰l

1. 10YR 6/1 灰褐色粘官シノレ↑ (柱材残る)

2. 10YR 5/8 黄禍色細砧 (φ10四の税混じる)

[SP←214土幅]

L IOi'R 5/2 灰黄褐色 シルト賀細帯(在材少量変残る)

2. IOYR 6/1 仁~:，、黄槽色細恥

主斗立2且一一
SP-216 SP 210 

3. 10YR 5/生にぶい品担色細砂(qJ::I......5 mm:7)喋混じる，'3. 2.5Y 5/3 革問(" 極細砂質ゾル卜

1. lOYR 6/4 にぷい黄悼fモ輔砂~極細砂
I 一一ー一一一一一一ー

5. 2.5Y 4川オロ-7掲門知砂(桂土が少量伝じる)

[SP-216 1層1

1. IOYR 6/~ 灰黄褐色極細砂

2. IOYR 4/1 褐色相砂

[SP-215十層l

1. 10':'R 4/4 褐色細砂

6. lOYR 4/4 褐色 シルト臣極矧砂

7. IOYR 4/3 にふい黄禍色細砂

8. 10m 5斗にぷい黄褐色剥If.i~、

9. 2.5Y 4/3 オリーブ褐色制ItT(暁i混じる)

10. [SP-235埋上1(SP236の 1と同じ)

2. lDYR 3/3 1;:-ぷい黄褐(" 紺砂~粗砂

3. IOYR 4ノ6 褐色細砂川2'" ~ 1111目的礁混じろ)

4. 10刊 5品<4褐色極細砂

5. lOYR 4/4 褐色粗砂

6. lOYR 4./2 にぶい黄褐色 ンルト賀伸細砂

7.10Yl{.1/6 褐色細砂 (φ2--.1 mmの時混じる)

R. lOYR 3/3 暗褐邑細砂

o 3m 
L一一一一一一一一一一一 ? 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一」

図48 遺構断面図①(S=l/60)



e翠認

日P-l0'1 SP-206 5P-203 日['-205
知附山 部 OQm Rli.l"ド0"

』

蕊~
1. 101'1{ .1/;: 灰色:dtj位制帥

2. 10YH '1/1 陶灰色相砂

日 lOYR 4/3 にふい品問也祢細l柑

1. [0日 4斗嗣色シルト質制砧

1. IOYR 4/4 同色剛制砂

2. IDi'R 4/2 bl(ι地色制砂
(φt剛 ltl)臨11:'0じる]

1. lOYR 4/3 ~こぶい前尚色 ンルト官制砂 「

(φt! ..... 3酬の陀混じる

2. lOYH 1/1 間色ンルト日出羽砂 (SP-203 聞け

(ψ5珊由時弘じる 獣片山上

3. 10YR 3/2 鼎相色 シルト質細砧 ! 
(φ5岨の雌土 GYR6/8暗のプ門ツクi品1;る)-'

4. lOYR 4/3 二五し、黄間色 相砂 [sr-206埋士 1
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5K-219 SP-220 SP-227 SP-229 
8f>.0勉'-- 主ι企金旦ー 」牛.QQ且ー 主込 00旦一

1. 10YR 4/4 根{f.:， 制相 1. 10日 5立制{rJ!---組砂

1. tOYR 4/6 尚色 朝日砂

2. lOYR 5/4 にぶい黄悩色刷柑

3. IOY[{ 5/8 黄禍色相帥~相仲

1. 10YH 5/8 詰下自主 制砂

(炭左lOYRI /8黄輔色のゆ[cmのプロック混じる φJ--..， 5 mrll~'ì喋混じる)

2. tOYR 4/2 灰黄褐色 νノレト質綱砂(i).~混じる 2. 101'R 3川町裾色粗砂

2. 10YR 5/4 に占弘、山也色 ンルト質統砂

3. 10YR 5/1 禍附色粘貰シJレト [φ3Il!TIIの碍損じる)

4. 2.5Y 4/2 附灰黄T" シルト抗極細砂

(ψl叩の総出じる)

5. lOYR 5/6 黄禍色細陪

府 2引.f)/2 暗氏黄色 シル卜質機何砂

7， 2引の川 シルト皆対日時 (o2-己四mO)際混じる)

SP-230 SP-234 SP-235 

.l!2..♀且Lー 宣旦」迫旦一 主主4与」

L [OYR 4/6 褐色細砂 (10YR 6/8明文掲色町プコックと炭混 l二る)

1. 7.3¥'パ日 明褐色 シノレト質初lゆ

(IO~R 1/!)にぶい黄褐色町 φ1~ 2cmのプロック混じる〕

2. IOYR 5/3 ~:_S丸、民認色 、ノノノト質伸何砂

(7.5YR 5/8 '1月褐色のプυ ック混1る)

1. IOYR 51! 栴灰色粗砂

(聞と [0刊 6ノ8明黄禍包のプrマック混じる) 2. lOYH L1/4 褐色 シノレト質細砂

2. IOYR 4川褐色杷正y (0'-，[酬の磁出じる)
(IOYR 6/8ちl黄褐色町ブuック混じる)

3. lOYR 5/6 黄同色制附~柾砂

(<t 2 --3 mrnの操混じる)

1. IUi'比 5/1 にぶい黄褐色相砂質シル}

3. 10YI¥ 412 灰黄褐色 シルト質噸細砂

(7. GYR 6/R笹色町プロック混じる)

(φ2--3町 jO)醗血じる)

5. 10YR 5/3 にぷい黄褐色粘質シルト

日P-236 SP-237 日P-2:19日∞m
t 

墨色..lli!.旦ー 86.00田

1. lOYR 3ノ3 r音褐色 yルト質制時

L lOYR :V:~暗褐色制/1') 2. lOYH 4/2 灰黄禍1"，極細砂

(1.5日 5/6明褐作のプロックと炭誌じる 3. 10YR ，1/3 (:-:-b~し、黄担色 細砂

1. 10YR 4/n 栴色 シル}質制附

A. 10l'R 3/，1 昨褐f" 同細砂質シル l 。 3m 

-一ーー~
図49 遺構断両②(S=1/60)

ぞれの規模はSD-106で、'"高80cm、深さ35cmほどで、 SD-112は検HJr*面70cm、深さ40cmほどである o SD 
-112は東側にSD-110が重複しており正確な幅は不明で、ある o SD -106は溝の中央付近でSP-202が

重複している O このSD-106は一度堆積した士を再び掘削し直していることから、長く溝として機能

していたと推測できる。時期についてはどちらの遺構からも士器が小片しか見つかっておらず、断定

することは困難である O

調査区内ではSD-112より東になると、旧耕作土よりード層の土層堆積の様相が西側と異なっており、

遺物も西側とは違い弥生土器が出十ーしている。

石列 トレンチの西端で石列を検出した。北西から南東へ向かつて伸びており、トレンチ外まで続い
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ているO この石列の下からは、須恵器の

壷の口縁部が出土しており、その土器か

ら6世紀後半以降にこの石列が形成された

と考えられる O

下層遺構 SP-204の掘り方のド層から

古墳時代中期頃の遺構を確認した。今回

の調査では下層遺構まで調査をおこなっ

ていないため形態や性格は不明であるた

め図化していない。この遺構からは、土

師器の躍と甑がまとまった状態で出土し

ている。

東拡張区のSD-110、112の下層から弥

生時代の土坑を検出したc 遺物は弥生時

代後期の壷が出土している O

4. 出土遺物(図51~55、図版26~29)

遺物はコンテナ数にして16箱分が出土

した。内容は瓦や土器が大半であるO 土

器は図51 ・ 52、瓦は図53~55の通りであ

る。

土器 (l・ 2)は柱穴群の内、 SP-213 

とSP-214の柱跡から出士したよ不身であ

る。(3 )は柱穴群周辺で出土した杯身で

ある o (4~9) 柱穴群周辺で検出された

遺構から出土した土器である。図化でき

た大半が坪身であり、受部に凹線を施し

ている o (10)はSP-236出土の杯蓋であ

るo (11)はSD-110から出土した須恵器

の歪である。装飾はほとんど施されてい

ないが、外出にわずかにカキ目が施され

ている。(J2・13)は石列付近で出土した

土器である。その内(12)は石列の下層

から出土した須恵器の壷である。口縁部

は外反しており、全面に波状文による装

飾が施されている。 (14・15)は包含層内

Xニー16612(;
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図53 調査区出土瓦①(S=1I5)

-46ー



、、
‘、

29 

30 

34 

図51 調査区出土瓦②(s二1/5)
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図55 調査区山土瓦③(S二1/5)

から出土した土器である。 (15) は蹄脚円面硯の脚部の一部である。 (16~19)はSP-204の下層遺構

から出土した士器である。(16)は甑の胴部である O 内外面ともに摩滅が著しく細かな調整は不明であ

るが、一部にミガキやハケといった調整が確認できる。 (17)は甑の把手と胴部の接合部分であるC 胴

部の器壁が外側に向かつて変形しており、把手は内側から挿入していることがわかる。(18)は直口す

る甑の口縁部である。(16~18)は同一個体である o (21 ~24) は東拡張医の下層出土土器である。束

拡張区の下層からは、調査医の西側からは出土していない弥生土器が多数出土している Q いずれも弥

生時代後期の土器である O

五 (25~37) は柱穴群から出土した瓦である。 (25~27 ・ 34 ・ 35) はSP -103、 (28~30 ・ 36 ・ 37) は

SP-216出土の瓦である。 (25~27) は平瓦で、いずれも凹面には布日が残り、凸面には縄目タタキが

施されている。 (34~37) は丸瓦である。四面には布目が残り、凸面にはナデによりタタキの痕跡は

F支っていない。

(31)はSP-217、(32)はSP-218出土の平瓦である。いずれも凹面には布日が残り、凸面には格子

目タタキが施されている o (33)はSP-202出土の丸瓦であるO 摩滅しているが凹面には布目が確認で

きる。

5. まとめ

今回の調査では大型の建物の存在が明らかになった。建物の全体を把握することができなかったた

め、どのような施設であったのか断定することはできないが、柱穴群を検出した位置が阿倍山出道に

隣接していることや、柱穴群の並び方などから門跡である可能性が考えられる。門としての規模は、

同じ桜井市内に所在する子守備池廃寺や山田寺などで推定されているものと比べると l問あたりの長さ

が短く規模が小さいと言えるO 位置的にも安倍寺の寺域の北東隅にあたり、小規模な門として機能し
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ていたという可能性も考えられる。しかし、他の寺院跡で検出されている門跡は、 2問x3問の八脚

門であり、今回検出した柱穴群とは形態が異なる O また、 SP-202が柱穴群と同じ建物を形成してい

ると想定するならば、芯々聞の距離がSP-204とSP-202はおよそ2.7mで、あり、他の柱穴群の東西の

距離が1.4mに対しでかなり離れていることから、庇付きの建物の可能性も考えられる C その場合、ど

のような施設であったかを想定するならば、食堂院や政所院といった施設を構成する建物の 1つとい

うことが考えられる 2)。

柱穴群の時期については、柱穴群に重複される形で検出した柱穴 (SP-219、229、230)の時期が

6世紀半から 7世紀前半であると考えられるため、柱穴群はそれよりも後の7世紀半ば以降に建てら

れた建物である可能性が高い。安倍寺の創建時期は7世紀半ばと考えられているため一致する O

柱穴群と石列の聞からは、柱穴群と同時期の遺構を検出することができなかった。下層では遺構を

確認しており、柱穴群が形成された以降は、中世に素掘り溝が掘削されるまでこの場所に遺構が存在

していなかったと考えられる O

東拡張区で検出されたSD-106は長期間機能していた可能性が考えられる。そのことから阿倍山田

道の道路側溝であるという可能性も考えられるが、安倍寺遺跡第12次調査で検出された講のように石

組は確認できなかった。また、 SD-106が道路側溝の延長上ならば安倍寺遺跡第14次調査で検出され

た溝から大きく束へ傾いていることになり、阿倍山間道の道路側溝であるという確証は得られなかっ

た。

SD-106を境とした束拡張区と西側の調査区ではド層の士の堆積の様相が異なっていた。出土遺物

でも、東拡張区では他では出士、していない弥生土器が出士しているが、古墳時代の遺物が出土してい

ないなど差異が認められる O 想像を膨らますのならば、東拡張区付近は古墳時代から古代にかけて、

道として長い間利用されてきたために、頻繁に整地がおこなわれることがなかったと考えることがで

きるO しかし、あくまで想像であるため、今後の周辺の調査が進むことによって明らかになることを

期 待したい。(三沢)

[注釈]

1)安倍寺跡は、嘉承元 (1106)年に記された『東大寺要録Jには「安倍倉僑大臣」、伊勢・志摩・伊賀について記された『三

同地誌巻九四』の中に記載されている永保2(1082)年の「大和国崇敬寺牒」によると、「安倍倉梯麻呂卿」が鎮護同家の

ために建立したと記されている G 近年の研究で、安倍寺の創建年代は7世紀半ばにあたると考えられており、阿倍倉悌麻

呂の活躍する時期と重なることから安倍寺が阿倍氏の氏寺であったと考えられている。

2 )柱穴群の性格について、大脇潔氏にご教授いただき検討をおこなったc

[参考文献]
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表5 出土遺物観察表

図版番号 種別 器種 遺構 技法他 法量 残存 色調 備考

昆151-1 須J面~?d¥ 均;身 SP -213 内外耐:阿転ナデ
口筏:16且c皿

口緑 1/11周
内面:N 81 灰白

~.，I~ : (3.4) cm 外面:N 61 灰

111151 -2 3凪1自l2~ 均、蓋 SP -214 
内・外而:恒l転ナデ 口径:15.0cm 

口縁 115周
内面1・N71 !正白

外lTiiと部:R'I転へラケズリ 器l宙:(4.3) cm 外面 N61 灰

SP -216と
内面;回転ナデ 口径:12.2cm 内面 N71 灰白

回~51 -3 敏恵器 勾;身 SP -217の
外耐:回転ナデ、回転へラケズリ 器高:(3.2) cm 

45% 
外面 N61 灰

関付近

作151-4 須恵捺 事F身 SP -219 
内・外面;恒l転ナデ

器高・ (2.2)cm 破片
内面 N71 灰白

重ね焼きの痕跡あり
外而にカキメ 外面 N41 灰

関51-5 須恵器 杯身 SP -220 
内面:回転ナデ 口径・ 16.6cm

口縁118周
内而:N 61 灰

外面'回転ナデ、回転ヘラケズリ 器商・ (3.1)cm 外面:N 61 灰

図51-6 須恵器 勾F身 SP -220 
内面:回転ナデ

器高:(3.2) c皿 20% 
内面 N 51 灰

外面.回転ヘラケズ1)、回転ナデ 外面 N51 灰

関51-7 須恵~~ 杯身 SP -230 
内面:I回転ナデ 口径 12.0c皿

口縁117周
内面 N61 灰

外面:回転ナデ、回転ヘラケズリ 器高:(3.1)岨 外商 :N61 灰

図51-8 須恵器 珂:身 SP -230 内・外而:回転ナデ 器高:(2.0) cm 破片
内面 :N61 灰
外面 N61 灰

図51-9 土師器 椀 SP -244 
内面白ナデ、工具痕あり 口径 13.2cm 

ほほ完形
内面:7.5Y 7/6樫

外商:ナデ、ユピオサエ 器高:4.0cm 外面:7.5Y 7/4にぶい澄

図51-10 須恵器 町、蓋 SP -236 内・外面:回転ナデ
口径 (15.2) cm 

日縁1112周
内面 N 61 灰

器高田 (2.8)cm 外面・ N71 灰白

凶51-11 須恵器 楚 SD -110 
内・外面白回転ナデ 口t圭:20.0cm 

口縁117周
内面:N71 灰白

内面に自然秘
外面に刻み目 器高:(4.1) c皿 外面:N 31 暗灰

図51-12 須恵器 壷 石列下層
内・外面・回転ナデ、ナデ 口径 18.0cm 

口縁1112周
内面 :N71 灰白

外面に波状文 器商 (6.4) cm 外面:N61 灰

図51-13 須恵器 杯身 石列付近 内・外面:回転ナデ
口径 12.0cm 

口縁116周
内面 IOYR 7/1灰白

器高:(2.9)阻 外面:IOYR 7/1灰白

東拡張区
内面:回転ナデ 口径 6.8皿

口縁113周底 内面・ 5B5/1青灰
j'gj51-14 須恵器 短頚牽

平面
外面・回転ナデ、回転ヘラケズリ 器高 :4.5四

部112周 外面:2.5GY 6/1オリ}プ灰
底部・ナデ 底径 4.5cm

図51-15 須恵器 硯 人力掘削 器高:(2.7)四
内面:5Y 612灰オリープ 自然利付着

外面:5Y 7/1灰白 蹄脚円面硯

図52-16 土師器 甑
SP -204 外面:ミガキ、ハケ 器高 (15.6) cm 

15% 
内面:5YR 5/3にぷい赤褐

17.18と同一個体
下層遺構 底部:ナデ 底径:7.0岨 外面:7.5YR 412灰褐

図52ー17 土師器 甑
SP -204 内面ナデ

器高 (9.5)岨 把手接合部
内面:5YR 5/3にぷい赤褐

16.17と同一個体
下層遺構 外面ナデ、ユピオサエ 外商:7.5YR 4/3褐

図52-18 土師器 甑
SP -204 

内・外商・ナデ
器高:(6.2) cm 

口縁部破片
内面:5R 4/1褐灰

16.18と同一個体
下層遺構 厚さ:0.6cm 外面:N 31 暗灰

図52-19 土師器 躍
SP -204 内面・ナデ、板ナデ 口径 8.6cm 

ほほ完形
内面:7.5YR 6/4にぷい糧

黒班あり
下層遺構 外面ナデ、ハケ 器高 10.1叩 外面:5YR 6/6程

図52-20 土師器 高坪
SP -214 

内・外面ーナデ
口径:16.4cm 椀部ほぼ完形 内面:5YR 6/6桂

下層遺構 器高 (9.4) cm 脚部20% 外面:7.5YR 7/6糧

図52-21 弥生土器 費
東拡張区 内面・ナデ 口径・ 14.0cm

25% 
内面:lOYR 7/2にぷい黄糧

下層遺構 外面・ナデ、ハケ 器高・ (12.6)cm 外面:lOYR 7/3にぷい賞糧

東拡張区
内圃.板ナデ、ユピオサエ、ナデ

口径:12.6cm 内面:10YR 7/3にぶい橿
図52-22 弥生土器 壷

下層
外面.ミガキ、ハケ

器高 (6.0) 
口縁80%

外面:10YR 7/3にぷい樟
外面口縁部:ミガキのちナデ

図52-23 弥生土器 費
東拡張区 内面板ナデ 器高:(2.5) cm 

底部完形
内面:7.5YR 3/1オリープ黒 、，

下層 外面・タタキ、底部:ナデ 底径 4.0cm 外面:IOYR 3/2灰白

図52-24 弥生土器 壷
東拡張区 内面・底部:ナデ 器高 (2.6) cm 

底部完形
内面:7.5YR 7/4にぶい樟

下層 外面.磨滅 底径:5.2cm 外面:lOYR 5/1褐灰

図53-25 瓦 平瓦 SP -103 
凹面:布目 最大長 27.&皿 表:5Y 711灰白
凸面・縄目タタキ 厚さ:2.6cm -2.9cm 裏:5Y 611灰

図53-26 瓦 平瓦 SP -103 
凹面.布目 最大長田 15.7c皿 表:N61 灰
凸面縄目タタキ 厚き:1.3cm-1.7cm 裏 :N61 灰

図53-27 瓦 平瓦 SP -103 
凹面・布目 最大長 20.9cm 表lOYR8/2灰白
凸面・縄日夕タキ 厚さ:1.6cm -2.0cm 裏 lOYR 8/3浅黄積

図53-28 瓦 平瓦 SP -216 
凹面:布目 最大長:18.0cm 表:10YR 6/4にぶい黄禍
凸面:細目タタキ 厚き:2.3cm -2.8cm 裏:7.5YR 6/4にぷい樟
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図版番号 種別 器種 遺構 技法他 法霊 残存 色調 備考

同54-29 瓦 平瓦 SP -216 
凹函布日 故大長:18.lcm # : 7.5YR 7/6股
円而縄日夕タキ りさ 2.2，m~ 2.7cm 央 7.5YR6/6符

図51-30 JL 平瓦 SP -216 
山商:布 IJ 足大長 16.2cm 衣ム 7.5Y311オリーブリH
川市制目タタキ !豆さ 1.8cm-2.2cm 裏 N51 灰

凶54-31 瓦 平瓦 SP -217 
凹町布目 最大長 7.0cm 表:7.5YR 5/1 )l.JIX 
凸面.格子日夕タキ 厚さ l.lcm-1.4cm 哀 7.5YR6ノ1尚!五

凶54-32 瓦 平瓦 SP -218 
凹I財布11 最大長品目m 表 5b B 5/1青IX
1'，面格f日夕タキ 1亨さーl.lcm-1.4cm >I! : 5 b B 5/1青j火

図54-33 瓦 九九 SP -202 
円1m:布目 最大兵 13.lcm 表 7.5Y6/1 I火
凸面焼減 !亨き:1.2cm'-1.7cm 長:2.5Y 7/1 !:k白

凶54-34 瓦 丸瓦 SP -103 
凹耐ーイロ H 最大長 17.7，血 表 5Y8/1灰白
凸而ー磨滅 厚さ 1.9cm-2.4cm 哀 5Y 8/1灰白

凶54-35 瓦 九瓦 日P-103 
fUl面I布目 最大長 15.2c温 表 :lOYR7/1灰白
凸面ハケ(ほとんど磨滅) 厚き 1.4cm'-18.cm 長 5Y7/1 J火白

同ぬ-36 瓦 丸瓦 S1' -216 
凹面布目 最大長 18.3cm 表 5Y7/1 f正
凸同1磨滅 厚さ 1.3cm-'1.7仁m 裳・ 5Y7/1 f正

図55-37 九 丸瓦 SP -216 
凹ITIjj:布目 52大長 11.9clll 長 2.5Y6/1黄灰
凸面ナデ(ほとんど磨滅) 厚き 1.5cm-2.lcm 裏 2.5Y日/1黄灰

-51-
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調査区全景(西より)

東拡張区全景(北より)
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